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京都駅前武田透析クリニック
〒600-8216　京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町606-3-2 三　京都駅前ビル6階
TEL.075-351-9200　FAX.075-351-9201 

康生会クリニック
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚ノ棚下る油小路町277
TEL.075-354-7227　FAX.075-354-7228

医療法人 財団 康生会

医療法人 財団 医道会

医療法人 財団 宮津康生会

地域医療支援病院・救急告示病院・臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院

救急告示病院・開放型病院・回復期リハビリテーション病棟・日本医療機能評価機構認定病院

緩和ケア病棟・日本医療機能評価機構認定病院

武田病院 ☆
〒600-8558　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5（JR京都駅前）
TEL.075-361-1351　FAX.075-361-7602

十条武田リハビリテーション病院

北山武田病院
〒603-8053　京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町99番地（地下鉄北山駅）
TEL.075-721-1612　FAX.075-701-7399

武田病院画像診断センター
〒600-8558　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5(JR京都駅前)
TEL.075-361-1680　FAX.075-361-1682　フリーコール 007-77-5588

梶井町放射線診断科クリニック
〒602-0841　京都市上京区御車道通清和院口上る梶井町457番地
TEL.075-950-5751　FAX.075-950-5753

たけだ診療所（免疫・遺伝子クリニック）
〒600-8216　京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町606-3-2 三　京都駅前ビル1階
TEL.075-351-8282　FAX.075-351-8448

柳馬場武田クリニック
〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-213-2216　FAX.075-213-2217

〒601-8107　京都市南区上鳥羽南唐戸町７番地 Ｋビル１階 表・中号
TEL.075-671-2415　FAX.075-671-2435

十条訪問看護ステーション ☆

京都市 下京・中部 地域包括支援センター

京都壬生苑診療所
〒604-8821　京都市中京区壬生梛ノ宮町31番地
TEL.075-823-3371　FAX.075-822-6550

☆柳馬場訪問看護ステーション
〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-212-7266　FAX.075-212-7321

☆たけだホームヘルプサービス

☆

〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-211-5999　FAX.075-213-2217

高齢サポート・下京中部
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚棚下る油小路町288番地 井筒堀川ビル1階
TEL.075-361-2141　FAX.075-361-2145

〒601-8325　京都市南区吉祥院八反田町32（十条新千本角）
TEL.075-671-2351　FAX.075-671-2961

宮津武田病院
〒626-0041 京都府宮津市鶴賀2059番地の1（北近畿タンゴ鉄道宮津駅）
TEL.0772-22-2157　FAX.0772-22-1125

稲荷山武田病院
〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町27番地（京阪鳥羽街道駅）
TEL.075-541-3371　FAX.075-532-5115

救急告示病院・臨床研修指定病院・歯科医師臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・人間ドック健診施設機能評価認定

指定介護療養型医療施設

財団法人ルイ・パストゥール医学研究センター関連施設

宇治武田病院
〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻36-26（JR宇治駅前）
TEL.0774-25-2500　FAX.0774-25-2353

※木津屋橋武田病院
〒600-8231 京都市下京区油小路通下魚棚下ル油小路町293番地
TEL.075-343-1766　FAX.075-343-5739

山科武田ラクトクリニック
山科武田ラクト健診センター
〒607-8080　京都市山科区竹鼻竹ノ街道町92番地 山科駅前ラクト山科C棟3階
TEL.075-581-0910(山科武田ラクトクリニック) TEL.075-581-6696（山科武田ラクト健診センター）
FAX.075-581-0991

武田病院健診センター
〒600-8216　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町608 日本生命京都三哲ビル3F
TEL.075-365-0825　FAX.075-361-3829

人間ドック健診施設機能評価認定

人間ドック健診施設機能評価認定

医療法人 医仁会

社会福祉法人 青谷福祉会

加茂町高齢者福祉センター

附属施設/医仁会武田総合病院リハビリセンター
〒601-1439　京都市伏見区石田森東町27-1
TEL.075-572-5139　FAX.075-571-8877

疾病予防センター
〒601-1495　京都市伏見区石田森南町28-1
TEL.075-572-6365

武田クリニック［血液透析センター］
〒601-1495　京都市伏見区石田森南町33-6
TEL.075-572-6984　FAX.075-572-6218

医仁会武田総合病院
〒601-1495 京都市伏見区石田森南町 28-1 （地下鉄石田駅 ・ 外環状線沿）
TEL.075-572-6331　FAX.075-571-8877

救急告示病院・臨床研修指定病院・歯科医師臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・京都府がん診療推進病院

精華町国民健康保険病院
〒619-0241 京都府相楽郡精華町祝園砂子田7番地（JR祝園駅 ・ 近鉄新祝園駅前）
TEL.0774-94-2076　FAX.0774-93-2818

指定管理者 医療法人 医仁会　救急告示病院

老人保健施設 白寿 ※☆
〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-572-8207　FAX.075-572-8726

京都市下京区地域介護予防推進センター
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚棚下る油小路町288番地 井筒堀川ビル1階
TEL.075-361-1060　FAX.075-361-0901

※☆老人保健施設 いわやの里
〒607-8177　京都市山科区大宅古海道町52
TEL.075-572-1811　FAX.075-572-1880
指定管理者 医療法人 医仁会
辰巳診療所
〒601-1345　京都市伏見区醍醐外山街道町21
TEL.075-571-8545　FAX.075-571-8555

※☆
※☆

※☆

軽費老人ホーム ヴィラ城陽
訪問介護ステーション ヴィラ城陽

※☆
※☆

※☆

※☆

特別養護老人ホーム ヴィラ山科
ヴィラ山科老人デイサービスセンター

城陽市立東部デイサービスセンター

☆おもいやり訪問看護ステーション
〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-574-1621　FAX.075-574-1622

☆高齢サポート・醍醐南部
京都市 醍醐・南部 地域包括支援センター

〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-572-6572　FAX.075-575-4738

高齢サポート・大宅
京都市 大宅 地域包括支援センター

〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-572-6660　FAX.075-575-5055

〒610-0114　京都府城陽市市辺笹原1番地
TEL.0774-55-1875　FAX.0774-54-3321

〒610-0102　京都府城陽市久世芝ヶ原6番地の2
TEL.0774-56-2530　FAX.0774-56-2531

訪問介護ステーション ヴィラ山科

※☆特別養護老人ホーム 加茂の里

社会福祉法人 悠仁福祉会
※☆特別養護老人ホーム ヴィラ鳳凰

※☆特別養護老人ホーム ヴィラ稲荷山

※☆訪問介護ステーション 加茂の里

※☆ケアハウス あじさい
※☆デイサービスセンター 加茂の里

※☆ヴィラ稲荷山デイサービスセンター

※☆
※☆

ケアハウスやまぶき
デイサービスセンターヴィラ鳳凰

〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-575-5252　FAX.075-575-5055

〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-7607　FAX.0774-76-7802

※☆加茂町在宅介護支援センター・加茂の里
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL,FAX.0774-76-8294

〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町23番
TEL.075-561-6550　FAX.075-561-6552

☆三条小川デイサービスセンター
〒604-8246　 京都市中京区小川通三条下ル猩々町124
TEL.075-254-1106　FAX.075-254-1107

〒611-0021　京都府宇治市宇治里尻36-35
TEL.0774-25-2577　FAX.0774-25-2788

〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東二丁目2番地1 ユニ加茂壱番館（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-0233　FAX.0774-76-8461

※☆訪問看護ステーション あじさい
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-0234　FAX.0774-76-7802

〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-572-6677　FAX.075-572-6866
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武田病院グループでは、環境保全活動に取り組み、
CO2の発生を削減できる水なし印刷及び環境にやさしい
植物油インキを採用しています。
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年
頭
所
感―

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り〝
汗
馬
の
労
〞

寄
り
添
う
医
療・介
護
を
高
め
る
善
き
年
へ

「
輪
」の
年
と
な
っ
た
２
０
１
３
年

２
０
１
４
年
の
医
療
は
ど
う
な
る
？

地
域
の
声
に
応
え
な
が
ら

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実

　
２
０
１
３
年
を
表
す
漢
字
は「
輪
」で
し

た
。２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

が
決
ま
っ
た
り
、富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
、サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
の

出
場
が
決
ま
る
な
ど
、「
日
本
が
輪
と
な
り

歓
喜
に
沸
い
た
年
」と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、京
都
で
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
18
号
な
ど
災
害
に
対
す
る

支
援
の
輪
の
広
が
り
が
印
象
的
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、政
権
が
再
び
交
代
し
、経
済
面
で

は
一
応
の
成
果
を
収
め
な
が
ら
２
０
１
３
年

を
締
め
く
く
っ
た
こ
と
も
昨
年
を
象
徴
す
る

出
来
事
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
医
療
に
目
を
転
じ
て
み
れ
ば
、ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の「
三
本
の
矢
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

病
院
経
営
の
自
由
化
、企
業
資
本
の
流
入

を
図
ろ
う
と
す
る
規
制
緩
和
の
矢
が
放
た

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
持
ち
株
会
社
病

院
」の
検
討
が
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
、医
療
と

介
護
施
設
の
効
率
的
な
配
置
を
促
す
た

め
、地
域
の
複
数
病
院
を
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー（
持
ち
株
会
社
）化
し
、非
営
利

法
人
で
の
施
設
運
営
を
推
し
進
め
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。医
療
界
に
対
す
る
財
務
省

を
中
心
と
す
る
見
方
は
、や
は
り
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、注
目
さ
れ
る
今
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て
は
、８
％
と
な
る
消
費
税
の

手
当
て
分
を
除
け
ば
、実
質
１・２
６
％
の
減

と
い
う
非
常
に
厳
し
い
改
定
率
と
な
り
ま
し

た
。報
酬
内
容
も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
選
択
・

集
中
が
な
さ
れ
る
厳
し
い
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

昨
年
を
振
り
替
え
る
と
、脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
の
算
定
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
充
実
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
拡
大
や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
な
ど
、救
急・急
性
期
医
療
か
ら
在
宅
医
療・介
護
に
至
る
、一
貫
し
た
患
者
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
に
努
め
た
１
年
で
し
た
。２
０
１
４
年
は
こ
れ
に
加
え
マ

イ
ン
ド
部
分
も
さ
ら
に
高
め
、地
域
の
皆
様
に
心
か
ら
寄
り
添
う
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、国
の
報
酬
点
数
に
よ
る
誘
導

施
策
以
前
に
、患
者
さ
ん
の
高
齢
化
や
地
域

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
か
ら
生
ま
れ
た
動
き
で
あ

り
、必
要
な
医
療
、必
要
な
介
護
を
提
供
す

る
取
り
組
み
が
自
然
と
国
の
政
策
に
一
致
し

て
い
く
と
い
う
現
れ
で
し
ょ
う
。今
後
も
報
酬

評
価
に
と
ら
わ
れ
ず
、あ
く
ま
で
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
な
ど
地
域
の
方
を
中
心
に
、病
院
グ

ル
ー
プ
の
機
能
を
柔
軟
に
対
応
さ
せ
て
い
く

考
え
で
す
。

　
ま
た
昨
年
は
、医
仁
会
武
田
総
合
病
院
、

宇
治
武
田
病
院
と
宇
治
武
田
病
院
健
診
セ

ン
タ
ー
、稲
荷
山
病
院
で
、機
能
評
価
の
更
新

審
査
を
受
け
ま
し
た
。今
年
も
各
施
設
で
審

査
を
継
続
し
、第
三
者
の
評
価
に
値
す
る
病

院・施
設
運
営
に
力
を
注
ぎ
、質
の
向
上
に
も

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
午
年
。働
く
こ
と
へ
の
汗
を
厭
わ

な
い「
汗
馬
の
労
」の
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。才

知
才
能
に
富
み
、活
動
的
チ
ャ
ン
ス
に
も
恵
ま

れ
、低
迷
期
の
後
す
ぐ
に
上
昇
す
る
そ
う
で

す
。グ
ル
ー
プ
職
員
が
一
丸
と
な
り〝
汗
馬
の

労
〞、そ
し
て〝
走
り
馬
に
も
鞭
〞で
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も

に
、地
域
の
皆
様
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
年

と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
代
表
と
も
言
え
る
の
が
、「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」が
示
す
病
床
機
能
分
化

で
す
。ご
存
知
の
通
り
、現
在
の
病
床
分
布

は
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
よ
う
に
極
端
に
急
性
期

が
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
を（
ヤ
ク

ル
ト
型
の
よ
う
に
）な
だ
ら
か
に
し
、と
り
わ
け

急
性
期
を
脱
し
た〝
亜
急
性
期
〞の
病
床
を

厚
く
し
て
、在
宅
復
帰
・
在
宅
生
活
の
支
援

や
急
変
時
の
受
け
入
れ
を
行
う
機
能
を
強

化
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、在
宅
医
療
・
介
護
の

限
界
値
引
き
上
げ
で
す
。こ
れ
に
よ
り
入
院・

入
所
数
を
減
ら
し
社
会
保
障
費
の
伸
び
を

抑
制
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。今
回
の
診

療
報
酬
改
定
だ
け
で
な
く
、２
年
後
の
改
定

で
も
継
続
し
て
い
く
見
通
し
で
す
。

　
こ
こ
で
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
の
動
き
に
目

を
向
け
て
み
る
と
、い
わ
ゆ
る
７
対
１
看
護
に

代
表
さ
れ
る
超
急
性
・
急
性
期
の
充
実
だ
け

で
な
く
、亜
急
性
期・回
復
期
の
拡
大
に
向
け

た
展
開
を
既
に
何
年
も
前
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、４
月
か
ら
は
宇
治
市
で
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
在
宅
支
援
の

拠
点
を
開
設
す
る
な
ど
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「複合型施設鳳凰槇島」を開設予定の府営住宅槇島大川原団地（仮称）
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日
本
の
高
度
先
進
医
療
を
観
光
に
役
立
て
る

「
国
際
観
光
医
療
学
会
学
術
集
会（
第
４
回
）」

武
田
隆
久
理
事
長
を
学
会
長
に
初
の
京
都
開
催

　
冒
頭
は
、茶
道
裏
千
家
顧
問
の
武
田
隆

男
会
長（
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
）を
座
長
に
、

裏
千
家
前
家
元
の
千
玄
室
大
宗
匠
が『
癒

し
の
心
』と
題
し
特
別
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　
千
玄
室
大
宗
匠
は
、第
２
次
大
戦
中
の

昭
和
18
年
、学
徒
出
陣
で
海
軍
土
浦
航
空

隊
に
入
隊
し
、特
攻
隊
員
と
し
て
２
年
間
訓

練
を
受
け
た
際
、出
陣
直
前
の
隊
員
た
ち
に

持
参
の
携
帯
茶
道
具
で
茶
を
振
る
舞
っ
て

送
っ
た
体
験
談
を
話
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、茶
道
の
心
得
を
示
す〝
和
敬
清

寂（
わ
け
い
せ
い
じ
ゃ
く
）〞を
挙
げ
、「『
和
』

に
は
平
和
と
調
和
、全
て
の
人
を
敬
う

『
敬
』、観
光
で
訪
れ
る
外
国
か
ら
の
客
人

が
、心
か
ら
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
雰
囲
気
づ
く
り
が
観
光
従
事
者
と
医

療
に
求
め
ら
れ
ま
す
」と
結
び
ま
し
た
。

　
続
く
２
つ
目
の
特
別
講
演
で
は
、京
都
府

立
医
科
大
学
の
吉
川
敏
一
学
長
が
座
長
と

な
り
、門
川
大
作
京
都
市
長
が『
日
本
に
、

京
都
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
』と
題
し
講
演
し
ま

し
た
。

　
門
川
市
長
は
、京
友
禅
や
西
陣
織
な
ど

京
都
の
伝
統
文
化
、全
国
の
伝
統
産
業
が

衰
退
す
る
中
で
、武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
連
携
し
て
、内
外
か
ら
の
観
光
客
へ
の
医

療
対
策
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』『
方
丈

記
』に
加
え
て
、能
、狂
言
、京
料
理
と
い
っ

た
物
語
づ
く
り
も
脈
々
と
続
き
、融
合
と
刺

激
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
京
都
の
強
み

で
、今
後
も
５
千
万
人
観
光
都
市
で
あ
る
こ

と
よ
り
も
、５
千
万
人
感
動
都
市
と
し
て
医

療
、健
康
、景
観
、カ
ル
チ
ャ
ー
の
発
展
を
目

標
に
限
り
な
い
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

千
玄
室 

大
宗
匠

観
光
従
事
者
と
医
療
に
は

〝
和
敬
清
寂
〞が
求
め
ら
れ
る

観
光
庁 

高
橋
一
郎
参
事
官

〝
観
光
立
国
日
本
〞に
向
け

戦
略
の
重
要
性
と
課
題
を
訴
え
る

門
川
大
作 

京
都
市
長

医
療・健
康・景
観・文
化
を

５
千
万
人
感
動
都
市
の
発
展
に

医
仁
会 

川
西
部
長

〝
骨
セ
メ
ン
ト
療
法
〞な
ど

最
先
端
の
治
療
実
績
を
紹
介

　
午
後
の
特
別
講
演
で
は
、武
田
隆
久
学

会
長
が
座
長
と
な
り
、高
橋
一
郎
観
光
庁
参

事
官
が『
医
療
観
光
の
現
況
と
今
後
の
取

り
組
み
』と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

　
高
橋
参
事
官
は
、「
観
光
の
基
本
は
、日

本
が
誇
れ
る
伝
統
や
文
化
も
あ
る
が
、そ
れ

を
提
供
す
る
人
の
心
、ソ
フ
ト
の
充
実
が
図

ら
れ
な
け
れ
ば
、そ
の
場
限
り
の
物
見
遊
山

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
」と
、現
在
の
外
国
人

入
国
者
８
０
０
万
人
が
諸
外
国
に
比
べ
て
い

か
に
少
な
い
か
と
い
っ
た
現
状
を
指
摘
。医

療
人
と
外
国
人
観
光
客
と
の
交
流
な
ど
、

観
光
立
国
日
本
の
観
光
戦
略
の
重
要
性
や

課
題
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、一
般
演
題
と
し
て
、康
生
会
武

田
病
院
神
経
脳
血
管
セ
ン
タ
ー
の
川
崎
照

晃
部
長
に
よ
る『
当
院
に
お
け
る
外
国
人
患

者
の
受
診
の
現
状
に
つ
い
て
』な
ど
の
研
究

発
表
や
、フ
ロ
ア
ー
で
の
透
析
治
療
な
ど
最

新
機
器
の
展
示
ブ
ー
ス
に
も
出
席
者
の
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
先
進
医
療
を
、世
界
中
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
疾
病
対
策
や
健
康
増
進
に
役
立
て
る「
第
４
回
国
際
観
光
医
療
学
会
学
術
集
会
」が
10
月
12
日
、

京
都
市
下
京
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
て
い
た
同
大
会
は
、今
回
、初
め
て
京
都
で
の
開
催
と
な
り
、

推
進
役
と
な
る
学
会
長
を
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
の
武
田
隆
久
理
事
長
が
務
め
ま
し
た
。当
日
は
、内
外
の
医
療
従
事
者
や
観
光
政
策
関
係
者
ら
４
５
０
人
が

参
加
。観
光
医
療
の
課
題
に
つ
い
て
論
議
を
深
め
ま
し
た
。

　
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
武
田
隆
久
学
会
長
は
、「
日
光(

栃
木
県)

以
外
の
初
め
て
の
京
都
大
会
と
し
て
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
に
と
の
ご
依
頼
を
受
け
、『
観
光
医

療
の
活
性
化
と
発
展
へ
の
取
り
組
み
』の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。政
府
や
行
政
、観
光
関
係
、各
事
業
団
体
も
注
目
し
て
い
る
中
で
の
集
会
で
も
あ

り
、今
後
の
観
光
医
療
の
在
り
方
、日
本
の
国
と
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
う
す
べ
き
か
、と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
方
策
を
見
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

　
昼
食
時
間
中
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、医
仁
会
武
田
総
合
病
院
脳
神
経
外

科
の
川
西
昌
浩
部
長
が
、『
脊
椎
圧
迫
骨
折

に
対
す
る
骨
セ
メ
ン
ト
治
療
〜
脳
卒
中
予

防
か
ら
生
活
習
慣
病
ま
で
〜
』と
題
し
て
、

椎
体
骨
折
に
お
け
る
治
療
法
の
現
状
と
問

題
点
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
し
ま
し
た
。

　
特
に
、骨
祖
鬆
症
に
よ
る
圧
迫
骨
折
で
の

強
い
痛
み
か
ら
、歩
行
だ
け
で
な
く
横
に
も

な
れ
な
い
患
者
さ
ん
が
、ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー

と
し
て
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
川

西
部
長
の
施
術
に
よ
っ
て
、直
後
に
日
常
生

活
を
取
り
戻
し「
奇
蹟
で
す
」と
感
謝
さ
れ

た
６
年
間
２
３
６
の
事
例
が
動
画
で
示
さ

れ
、会
場
か
ら
驚
き
の
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
川
西
部
長
は
骨
セ
メ
ン
ト
療
法
に
よ
る
脊

椎
骨
折
連
鎖
の
可
能
性
に
つ
い
て
、現
在
、

検
証
を
継
続
し
て
い
る
点
も
明
示
。２
０
１

１
年
か
ら
は
骨
セ
メ
ン
ト
療
法
に
並
行
し

て
、新
た
に
骨
折
し
た
脊
椎
に
風
船
を
入
れ

る「
バ
ル
ー
ン
カ
イ
フ
ォ
プ
ラ
ス
テ
ィ
」を
実
施

し
、症
状
や
病
態
に
よ
っ
て
治
療
法
を
応
用

す
る
こ
と
で
良
好
な
治
療
実
績
を
残
し
て

い
る
こ
と
も
強
調
し
ま
し
た
。

武田隆久理事長

座長　武田隆男会長講演する千玄室大宗匠

座長　吉川敏一学長
京都府立医科大学

講演する
門川大作 京都市長

講演する川西昌浩部長
医仁会武田総合病院 脳神経外科

講演する
高橋一郎観光庁 参事官
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十
条
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

移
転
の
ご
案
内

塩
分
控
え
め
レ
シ
ピ
や
野
菜
た
く
さ
ん
レ
シ
ピ
な
ど

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
に「
武
田
病
院
の
健
康
献
立
」を
公
開

愛
の
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン・コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３

２
６
０
人
が
調
べ
に
酔
い
し
れ
る

　
秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る「
愛
の
リ

ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン・コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３
」（
武

田
病
院
グ
ル
ー
プ
主
催
）が
10
月
20
日
、医

仁
会
武
田
総
合
病
院
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、近
隣
の
高
齢
者

や
患
者
さ
ん・
ご
家
族
ら
２
６
０
人
も
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、箏（
琴
）

演
奏
家
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
中
の
福
原

左
和
子
さ
ん
と
、初
回
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
る
仙
崎
和
男
さ
ん
の
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、呉
山

さ
ん
の
オ
ー
ボ
エ
に
よ
る
和
洋
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
で
す
。低
音
と
高
音
の
絶
妙
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
、会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、ソ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
世
界
を

舞
台
に
活
躍
し
て
い
る
西
脇
小
百
合
さ
ん
が

『
幻
想
即
興
曲
』を
ソ
ロ
で
演
奏
。続
い
て
、

輝
き
と
深
み
の
歌
姫
と
し
て
、内
外
か
ら
絶

賛
さ
れ
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
西
側
槙
里
子
さ

ん
が『
琵
琶
湖
周
航
の
歌
』や『
富
士
山
』な

ど
を
熱
唱
。耳
な
れ
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
、参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
を
口
ず
さ
む
な

ど
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
最
大
の
料
理
レ
シ
ピ
サ
イ
ト「
ク
ッ

ク
パッ
ド
」（
利
用
者
数
２
０
０
０
万
人・１
６

１
万
レ
シ
ピ
）で
は
、管
理
栄
養
士
監
修
に
よ

る
手
軽
で
美
味
し
い
家
庭
料
理
を
紹
介
す

る「
健
康
レ
シ
ピ
」が
話
題
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
健
康
レ
シ
ピ
に
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ

が
協
力
し
、「
武
田
病
院
の
健
康
献
立
」と

し
て
塩
分
控
え
め
レ
シ
ピ
や
野
菜
た
く
さ
ん

レ
シ
ピ
な
ど
毎
日
の
食
卓
に
取
り
入
れ
易
い

メ
ニ
ュ
ー
を
中
心
に
、現
在
１
６
７
の
レ
シ
ピ

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
で
提
供
し
て
い
る
レ
シ
ピ
を
載
せ
る

こ
と
で
少
し
で
も
多
く
の
方
の
健
康
管
理

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。是

非
、ご
覧
下
さ
い
。

　
十
条
武
田
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
併
設

の
「
十
条
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
こ
の
ほ

ど
、
独
立
し
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
病
院
の
南

側
に
移
転
開
設
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
の
在
宅
ケ
ア
を
さ
ら
に
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ヴ
ィ
ラ
山
科
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

清
水
焼
団
地
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ヴ
ィ
ラ
山
科
で
は
、
12
月

１
日
に
「
ヴ
ィ
ラ
山
科
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
　
清

水
焼
団
地
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
常

駐
し
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
各
種
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
、
利
用
手
続
き
な
ど
、
様
々
な
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
連
携
し
て
高
齢
者
等

の
居
場
所
づ
く
り
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
拠
点

「
鳳
凰
槇
島
」を
今
春
オ
ー
プ
ン

　
京
都
府
が
宇
治
市
に
整
備
す
る
１
５
０
戸
の
府
営
住
宅
の
１
階
部
分

に
、
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
は
複
数
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提

供
す
る
「
複
合
型
施
設
鳳
凰
槇
島
」
を
今
春
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
す
。

　
鳳
凰
槇
島
は
、
地
域
高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
支
援
を
目
的
と
し
た
複

合
型
サ
ー
ビ
ス
と
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
を
メ
イ
ン
と
し
、
広
範
囲
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
訪
問
看
護
と

訪
問
介
護
を
備
え
た
サ
ー
ビ
ス
拠
点
で
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
的
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
も
、

宇
治
武
田
病
院
等
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
の
で
、
地
域
で
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■移転先住所
　京都市南区上鳥羽南唐戸町7番地　Ｋビル１階表・中号
　TEL：075-671-2415

●クックパッド　http://cookpad.com

■住所・お問い合わせ先
　京都市山科区川田清水焼団地町6-2
　TEL：075-632-9501　FAX：075-632-9593
　対象エリア：山科区、伏見区醍醐

■住所・機能
　宇治市槇島町大川原３５－５　
　府営住宅槇島大川原団地（仮称）１階の一部
　　①認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
　　②複合型サービス（小規模多機能に訪問看護を加えた複合型）
　　③訪問看護　④訪問介護　⑤居宅介護支援

東海道新幹線

至 東山トンネル

至 阪神高速山科出入口

国道一号線

N

ヴィラ山科 居宅介護支援事業所
清水焼団地センター

清水焼
団地

セレマ花山
シティホール

フレンドリー
新大石道
   交差点

道
石
大
新

道
田
川

至 

   交差点

医療法人財団医道会
十条訪問看護ステーション

十条武田
リハビリテーション病院

N

線
都
京
鉄
近

京滋バイパス

国道24号線

槇島ひいらぎ
　保育園

皆演寺

宇治槇島
郵便局

グループホーム鳳凰槇島
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クリニック

平成25年12月末日現在

武田クリニック（血液透析センター）【京都市伏見区】
京都駅前武田透析クリニック【京都市下京区】
柳馬場武田クリニック【京都市中京区】
京都壬生苑診療所【京都市中京区】　辰巳診療所【京都市伏見区】
康生会クリニック【京都市下京区】

武田病院・医仁会武田総合病院・宇治武田病院・十条武田リハ
ビリテーション病院の4病院は、地域の開業医の先生方が病院に
来られ、患者さんを診ることができる開放型病院です。患者さん
個々の健康状態を熟知している開業医の先生と、専門性の高い
病院の医師が、協力し治療を進めています。

緩和ケア
（18床）

（入所30名　短期入所者を含む）

（高齢サポート・下京中部）

（高齢サポート・大宅）

8カ所

（高齢サポート・醍醐南部）
（白寿内）

（入所80名　短期入所者を含む）

394
柳馬場武田クリニック
【京都市中京区】

京都壬生苑診療所
【京都市中京区】

康生会クリニック
【京都市下京区】

京都駅前武田透析クリニック
【京都市下京区】

辰巳診療所
【京都市伏見区】

武田クリニック（血液透析センター）
【京都市伏見区】

山科武田ラクトクリニック・
山科武田ラクト健診センター
【京都市山科区】 宮津武田病院（65床）

十条武田リハビリテーション病院（182床）

武田病院健診センターや山科武田ラ
クト健診センター、PET-CTを2台
配備している武田病院画像診断セン
ターをはじめ、各病院では健康管理
センターを設け、疾病の早期発見・
健康管理に貢献しています。

武田病院・医仁会武田総合病院・宇治武田病院・十
条武田リハビリテーション病院・精華町国民健康保
険病院は救急告示病院として、専門スタッフおよび
設備を整え、24時間体制で救急患者を受け入れて
います。特に武田病院・医仁会武田総合病院では、
脳卒中ケアユニット（SCU）や集中治療室（ICU・
CCU）を完備した救急救命の機能を有しています。

各病院とも循環器や消化器など特定の疾患に特化したセンターや専門外来を積
極的に開設し、よりきめ細かく専門性の高い医療の提供に努めています。また急性
期の治療を脱した患者さんへの回復期医療および障害を持たれた患者さんが早
期に社会復帰していただくための医療の充実にも力を入れています。特に十条武
田リハビリテーション病院では、一日も早く在宅に復帰していただくために回復期リ
ハビリテーション病棟を設け、専門のスタッフが一つのチームとなって、リハビリテー
ション医療に取り組んでいます。

北山武田病院・稲荷山武田病院では、急性期や亜急性期の医療を終えた患者さんの医
療、木津屋橋武田病院では要介護状態にある患者さんへの介護や機能訓練、必要な医
療を提供しております。

北山武田病院（60床）

稲荷山武田病院（55床）

透析　8床

透析　10床

透析 40床

透析 34床

透析　50床

透析　20床

透析　20床

透析　20床

いわやの里訪問
リハビリテーション
【京都市山科区】
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町
医
者
と
し
て
半
世
紀

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
居
ま
す
。

　
昨
日
と
全
く
変
ら
な
い
空
気
の
中
で
、た
っ

た
１
本
の
菊
の
花
と
松
を
い
け
込
ん
だ
部
屋

の
空
気
は
凜
と
し
て
、全
く
違
う
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
世
界
で
は
多
く
の
国
民
が
戦
火
に
ま
き

込
ま
れ
て
、必
死
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
思

え
ば
、私
達
は
平
和
な
新
春
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
て
、幸
せ
で
御
座
居
ま
す
。

　
高
齢
化
、少
子
化
、共
に
世
界
一の
我
国
で

す
。

　
今
年
も
医
療
、福
祉
は
き
び
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
、我
国
の
医
学
の
進
歩
は
め
ざ
ま

し
く
、臓
器
移
植
、再
生
医
療
、更
に
話
題
の

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
へ
と
夢
は
ふ
く
ら
ん
で
ま
い
り

ま
す
。果
し
て
、人
間
は
い
つ
迄
生
き
ら
れ
る

か
と
云
う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。大
き
な
病

気
が
な
け
れ
ば
１
２
０
歳
く
ら
い
迄
生
き
ら

れ
る
と
云
わ
れ
て
居
り
ま
す
が
、今
、最
高

齢
の
方
は
１
１
５
歳
の
大
阪
の
方
で
世
界
一で

も
あ
り
ま
す
。

　
私
達
は
、は
や
く
か
ら
病
気
の
予
防
に
つ

と
め
、健
康
診
断
を
受
け
、病
気
の
早
期
発

見
、早
期
治
療
を
行
え
ば
、健
康
寿
命
を
延

ば
し
て
行
け
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
の
が
医
療
人
の
務
め

で
す
。

　
昨
年
は
、世
界
中
、異
常
気
象
で
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
が
、人
間
が
種
を
ま
い
た

と
云
わ
れ
て
居
り
、今
年
も
続
く
の
か
と
心

配
で
す
。い
く
ら
科
学
が
発
達
し
て
も
自
然

の
猛
威
に
は
勝
て
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、私
は
開
業
生
活
半
世
紀
を
過
ぎ
ま

し
た
。

　
今
、こ
こ
に
立
ち
止
ま
り
、過
ぎ
て
来
た
年

月
を
振
り
返
り
ま
す
と
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
の
中
を
か
け
め
ぐ
り
ま

す
。

　
戦
後
と
申
し
ま
し
て
も
大
東
亜
戦
争
の

こ
と
で
す
が
、今
と
異
な
り
医
学
部
へ
は
直

接
入
学
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。先
ず
、理
系

の
大
学
で
必
須
科
目
を
修
得
し
て
か
ら
、再

び
医
学
部
の
試
験
を
受
け
た
時
代
で
し
た
。

研
修
は
１
年
で
し
た
が
無
給
で
、今
の
よ
う

に
生
活
の
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
幸
い
、私
は
３
月
生
ま
れ
で
ス
ト
レ
ー
ト
に

卒
業
い
た
し
ま
し
た
の
で
、最
も
若
く
て
医

師
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。４
年
余
り

公
務
員
を
務
め
ま
し
た
が
、は
や
く
に
開
業

い
た
し
ま
し
た
。縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
こ
の
下

京
の
地
に
、わ
ず
か
50
万
円
の
借
金
で
聴
診

器
１
本
の
開
業
で
し
た
。

　
今
日
の
よ
う
に
専
門
科
の
数
も
多
く
な

く
、内
科
、小
児
科
な
ん
で
も
診
る
と
云
っ
た

雑
貨
商
の
よ
う
な
日
々
で
し
た
。

　
草
の
根
を
わ
け
て
と
云
っ
た
開
業
に
多
く

の
人
々
が
来
院
し
て
下
さ
り
、支
援
し
て
下

さ
っ
た
お
か
げ
で
今
日
が
あ
り
ま
す
。運
も

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
で
は
、そ
の
頃
の
お
母
さ
ん
は
高
齢
と

な
り
、介
護
の
方
で
御
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
て

居
り
、手
を
ひ
い
て
つ
れ
て
来
ら
れ
て
い
た
子

ど
も
さ
ん
は
、親
と
な
っ
て
再
び
子
ど
も
を
つ

れ
て
来
ら
れ
ま
す
。ま
さ
に
、医
者
冥
利
に
つ

き
る
と
は
こ
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
迄
の
お
世
話
を
出
来
る

幸
せ
を
う
れ
し
く
、誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
細
か
く
分
科
し
た
医
師
の
世
界
で
す
が
、

高
齢
化
の
進
む
中
、今
ま
た
総
合
診
療
科
、

家
庭
医
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
居
り
ま

す
。政
府
の
方
針
と
し
て
病
院
施
設
か
ら
家

庭
に
帰
る
よ
う
に
と
指
導
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、家
庭
で
診
て
下
さ
る
医
師
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。私
は
今
、こ
れ
ら
の

方
々
の
御
世
話
を
す
る
責
務
が
あ
る
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。過
ぎ
て
来
た
50
余
年
は
今
、

振
り
返
れ
ば
ア
ッ
と
云
う
間
で
す
が
、こ
れ
か

ら
の
５
年
と
云
え
ど
も
大
変
な
道
の
り
だ
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。

　
人
生
80
年
、今
は
１
０
０
歳
の
ハ
ー
ド
ル
も

越
え
よ
う
か
と
云
う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

機
械
で
も
80
年
使
え
る
も
の
は
無
い
で
し
ょ

う
に
、人
間
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。高
齢
化
社
会
に
な
り
ま
す
と
、必
然
的

に
介
護
と
云
う
問
題
が
起
っ
て
ま
い
り
ま

す
。介
護
ロ
ボ
ッ
ト
も
登
場
す
る
時
代
で
す

が
、や
は
り
、医
学
が
ど
ん
な
に
進
歩
し
よ
う

と
も
最
後
は
人
の
手
の
ぬ
く
も
り
無
し
に
は

人
生
は
終
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も

地
域
の
先
生
に
信
頼
さ
れ
、地
域
の
皆
さ
ん

に
選
ば
れ
る
病
院
施
設
を
目
ざ
し
て
、プ
ラ

ス
思
考
で
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
共
の
施
設
を
御
利
用
さ
れ
て
い
る
お
年

寄
り
は
１
８
０
０
人
に
も
達
し
て
居
り
、１
０

０
歳
以
上
の
方
が
30
人
居
ら
れ
ま
す
。人
生

の
終
り
に
、皆
様
が
生
き
て
来
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
お
世
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。長
寿
の

秘
決
は
生
涯
現
役
だ
と
云
わ
れ
て
居
り
ま

す
。先
日
、１
０
２
歳
現
役
の
日
野
原
重
明

先
生
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。壇
上
を
右
へ

左
へ
と
歩
い
て
の
お
話
に
、動
く
こ
と
が
一
番
の

健
康
法
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
私
に
は
と
て
も
無
理
だ
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
あ
や
か
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
ら

幸
せ
に
存
じ
ま
す
。今
年
も
皆
様
の
上
に
幸

せ
の
光
が
降
り
そ
そ
ぎ
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

10TAKEDA ●103● TAKEDA11 103



盾の両面

皆さまあけましておめでとうございます。

さて早速だが世の中には様々な風物行事があるもので、そ
の一つに選挙の時は「社会保障の充実」を大々的に掲げて
おきながら、予算編成が近づくと「医療費の抑制こそが重要
だ」とのたまうエラい先生方がおられる。

現時点で本年度の診療報酬改定はプラス0.1％になるとの
報道があった。
我々からすると何とも玉虫色の決着だという嫌な感想しか
ないのだが、世間的には「また病院モーカルなー」などとい
う素敵な感想が溢れそうで恐ろしい。
しかしながらこれは行政が得意とする数字のマジックで、消
費増税や薬価の減額などを織り込むとマイナス1.26%と
なり6年ぶりのマイナス改定となる予定だ。

マスコミは滅多に報道しないが、医療行政には消費税問題
という深刻な構造の欠陥が存在する。
消費税を支払うべきはエンドユーザーであることは誰しも
が承知の事実だ。
しかし、こと医療に関してはこの常識が成り立たない。
消費税は事業者側である医療者が払うことになっており、エ
ンドユーザーである患者さんが支払うことはない。
そして診療報酬には消費税も含まれているということに
なっている…が本当か？

平成元年に竹下内閣により3％で始まった消費税は「福祉を
充実させる」という目的で橋本内閣により平成9年に5％へ
と引き上げられた。
そして8％へ引き上げられる本年度の増税も、選挙時に安倍
総理は「社会保障の充実を目的」…と旗を掲げていたのだが。

この矛盾を時系列的に検証してみよう。

5%へと引き上げられた翌年（平成2年）は「福祉を充実させ
る」「消費税は含まれている」という言葉が真実ならば最低

でも2%は上がるはずだろう。
しかし結果はマイナス1.3%…
2年後の平成12年には申し訳程度の0.2%上がっている
が、それ以後の平成14年～平成20年までは最大3.16%
を含むマイナス改定が続く。
ここで深刻な医療崩壊を来すこととなり、以後はほぼプラス
0％が続いてきた。

つまり平成に入ってからの自民党は、何かに取り憑かれたよ
うに消費増税と医療費抑制の実現を敢行し続けてきたと言
える。

ところでここまで読むと「何で医療費って上がるの？」という
素朴な疑問が湧く人も少なくないだろう。
マスコミによると「人口高齢化のため」とステレオタイプの
説明だが…それも本当？

米国のある医療経済のレポートをご紹介しよう。
このレポートでは医療費上昇の要因を以下の５つと仮定し
て検証している。
 1）人口の高齢化
 2）医療保険制度の普及
 3）国民所得の上昇
 4）医師供給数増加
 5）医療分野と産業における生産性上昇率の格差

もちろん米国と日本は全く違う風土なので参考程度に過ぎ
ないが、考察結果を以下に記す。

1）米国では65歳以上の人口割合は1950年～1987年
の間に8%から12%に上昇した。
この期間に医療費が425%上昇したのに対して、人口の高
齢化は15%寄与した。
このことは人口高齢化の寄与率が、医療費の総上昇率のう
ちわずか3.5%であったことを示しているとのことで、直接
相関関係があったとは言えないと筆者は捉えている。 

2）医療保険制度は全く別物なので割愛。

3）1940年～1990年までの期間に米国の実質国民所得
は180%上昇した。
また複雑で理解できないが、国民所得上昇は医療費を35
～70%上昇させたと算出できるとのこと。
この期間の米国の総医療費は780%上昇しているので、国
民所得上昇の寄与率は約4.5～9.1%になり、これも直接
的要因とは考えにくい。

4）10年毎で調べると、米国では医療費が増えている時期
と医師供給数が増えている時期にズレがあったとのこと。
余談だが現在の日本では「医師不足」という言葉が独り歩き
し過ぎており、医学部定員を増やした上にまた医学部を新設
するとした国の方針は近視眼的に思える。
最大の問題は、医師のmotivation低下による「地域と科の
偏在」であることに、机上で考えている役人達が気付かない
ことだ。

5）これまた難しいのだが、つまり高血圧の患者さんの収縮
期血圧を120mmHgに維持するのに必要な人的及び医療
資源が、過去30年にどう変化したかを測定したものがあり、
こ れと比較すれば理容店や美容室で一人の髪を切るために
必要な時間はほとんど変化していない。
故に医療の生産性が上昇しているのは明白だとのこと。

これらを踏まえての結論は、医療費が高騰した真の原因は
「医療技術の進歩」ということだ。
つまりは急性期医療で行われる超高度に進歩した医療行為
（薬剤投与を含む）が医療費高騰を招いているということ
だ。

例えば患者さんの支払いが多い（ので「モーカル」と思われ
がちな）ペースメーカー移植術のスタンダードなものは手
技料が7.8万円に対し植え込み機器の本体価格が126万
円、病院が負担する消費税が6.3万円となり実質利益はな
い。

医療に更なる結果を求めれば求めるほど医療費は高騰し続
け、これを政策で抑制するには限界がある。
かつての小泉政権ではその無理を通し続けた結果が医療崩
壊を招いてしまった。

前回のコラムでも書いたのだが、今後の医療に何を求め何
処へ向かうのかを国民も真剣に考えなければならない時期
が来たのだと思う。

補足として、地味に医療費を引き上げている分野がある。
このような記事を読んだ方もおられるのではないだろうか？
 「2013年3月期分の有価証券報告書で、M社長の役員報
酬が5億9000万円だったことを明らかにした。前期より
6100万円減少したが、それでも調剤薬局チェーンでは突
出した高額報酬となった。調剤薬局の役員報酬については
一部で高額化しており、日本医師会や同業者からも疑問視
する声が出ている」
本来は医薬分業を目的に進められた政策であったが、もは
や色んな方々の利権も入り交じり、患者さんの負担が増え
るだけのヘンな状態となっているようだ。一刻も早い是正が
望まれる。

もう一つは近年何かと世間をお騒がせしているので、書くの
に少々勇気がいるのだが、柔整・鍼灸・あんまなどの分野だ。
実はこの分野は医師の同意のもとに施行した場合にのみ保
険給付が受けられるという制度のため、統計上も医療費の
どこに入っているのかが誰もわからないブラックボックスで
あった。
理由は業界全体が強烈なロビー活動に力を入れており、政
治に強いコネクションを持っているからに他ならない。
しかし最近は不正請求が後を絶たず、そうとばかりも言って
いられなくなったようだ。
 
ちなみに平成21年度の総額は4800億円となっており、こ
の5年間で柔整19％・鍼灸81％・あんま113％の上昇を認
める。
様々な構造的問題が考えられるが柔道整復師だけを見て
も、平成8年の2万8000人が平成22年の５万人まで倍増
している。
毎年5000人ペースで増加しており、病院のような就業施
設がほぼ存在しないために多くの人々が独立開業し、パイ
の奪い合いとなるために不祥事が続くのだと考えられる。
 
自浄作用の確立も含め、こちらも一刻も早い対策が必要だ
ろう。

とまぁ新年早々毒を吐いてみましたが、今年もオモテナシの
心でグループ全体で頑張っていく所存ですのでご指導ご鞭
撻の程よろしくお願いいたします。
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新
年
に
思
う

　
政
権
交
代
な
ど
昨
年
の
２
０
１
３
年

は
、国
内
外
と
も
に
多
事
多
難
、内
憂
外

患
の
１
年
で
し
た
が
、終
盤
に
な
っ
て
、明

る
い
ニュ
ー
ス
が
相
次
い
で
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
中
国

が
、日
本
固
有
の
領
海
を
含
め
た
広
大
な

防
空
識
別
圏
を
設
定
す
る
と
い
う「
外

憂
」は
相
変
わ
ら
ず
で
し
た
が
、56
年
ぶ

り
２
度
目
と
な
る
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
決
定
な
ど
、幾
つ
か
の
喜
ば

し
い「
内
歓
」が
、私
達
の
沈
ん
だ
気
分
を

吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　
日
本
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
、長
期

に
わ
た
っ
た
景
気
低
迷
か
ら
の
脱
却
を
下

支
え
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
に
よ
る
雇
用
の
伸
び

は
15
万
人
超
、開
催
ま
で
の
７
年
間
で
１

５
０
兆
円
の
経
済
的
効
果
と
推
計
す
る

経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。そ

れ
と
と
も
に
、薄
れ
つ
つ
あ
る
日
本
を
愛

す
る
心
に
、国
民
誰
も
が
思
い
を
馳
せ
る

一
助
に
も
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
経
済
活
性
と
いっ
た
ハ
ー
ド
面
で
の「
内

歓
」も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、昨
年
６
月
に
、

日
本
人
の
心
の
御
山
で
あ
る
富
士
山
が
、

ユ
ネ
ス
コ（
国
連
教
育・科
学・文
化
機
関
）

の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

と
、年
の
瀬
の
12
月
５
日
に「
和
食
　
日

本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」が
ユ
ネ
ス
コ

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

は
、衣
食
住
の〝
和
の
文
化
〞発
祥
の
地
で

あ
る
京
都
が
、か
ね
が
ね
推
奨
し
て
き
た

こ
と
だ
け
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　
日
頃
か
ら
野
菜
を
中
心
と
し
た
食
生

活
を
心
が
け
て
い
る（
？
）医
療
に
携
わ
る

者
と
し
て
、脂
質
を
主
と
し
た
日
本
人
の

食
生
活
の
急
激
な
変
化
に
は
、い
つ
も
心

を
痛
め
て
お
り
ま
し
た
。ご
飯
と
汁
と
副

菜
の
お
か
ず
、漬
物
と
い
う「
一
汁
三
菜
」

が
、お
膳
を
囲
ん
で
家
族
と
と
も
に
い
た

だ
く
の
が
、あ
り
ふ
れ
た
食
事
の
風
景
で

し
た
が
、戦
後
の
生
活
全
て
の
面
で
の
欧

米
化
と
と
も
に
、炭
水
化
物
の
多
い
お
米

が
お
膳
か
ら
姿
を
消
し
、小
骨
の
魚
な
ど

食
卓
に
上
る
こ
と
も
、う
ん
と
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
創
業
約
３
０
０
年
の
老
舗
料
亭『
い
も

ぼ
う
平
野
家
本
家
』女
将
の
北
村
明
美

さ
ん
は
、世
界
遺
産
登
録
で
の
テ
レ
ビ
の

取
材
に
対
し
て
、「
日
本
は
周
囲
を
海
に

囲
ま
れ
、海
か
ら
は
昆
布
や
ワ
カ
メ
、鰹

節
、い
わ
し
の
煮
干
し
、山
か
ら
は
椎
茸
な

ど〝
う
ま
味
〞と〝
風
味
〞の
出
汁（
だ
し
）

が
、和
食
料
理
の
基
本
で
す
」と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
栄
養
や
食
物
学
研
究
で
も
、出
汁
に

は
、う
ま
味
成
分
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、

イ
ノ
シ
ン
酸
、グ
ア
ニ
ル
酸
、リ
ン
酸
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、ビ
タ
ミ
ン
類
や
ヨ

ウ
素
と
いっ
た
物
質
が
疲
労
回
復
や
体
の

活
性
、胃
の
働
き
を
活
発
に
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。こ
の
時
だ
か
ら
こ
そ
、

日
本
の
伝
統
文
化
、食
生
活
を
見
直
す
、

い
い
き
っ
か
け
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、医
療
の
世
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
、心
配
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス（
安
倍
経
済
戦

略
）の
恩
恵
は
、重
工
業
や
公
共
工
事
な

ど
に
振
り
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
困
る
の

で
す
。医
療
・
福
祉
の
充
実
を
真
剣
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。医
療
職
は
約
３
０

０
万
人
で
あ
り
、個
々
人
の
収
入
を
上
げ

る
こ
と
は
全
日
本
人
の
賃
金
を
増
や
す

こ
と
で
す
。又
、医
科
大
学
又
は
医
学
部

を
新
設
す
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。80
あ
る
医
学
部
で
定
員
１
人

増
や
す
だ
け
で
、１
校
分
の
医
師
は
育
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。又
、消
費
税
に
つ
い

て
も
、病
院
の
損
税
は
、無
視
さ
れ
て
い
る

事
に
医
療
を
育
て
る
と
い
う
言
葉
に
疑

問
を
感
じ
ま
す
。一
方「
規
制
緩
和
」の
推

進
と
し
て「
持
ち
株
会
社
病
院
」の
検
討

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。医
療
と
介
護
施
設

の
効
率
的
な
配
置
を
促
す
た
め
、医
療
法

を
改
正
し
、地
域
の
複
数
病
院
を
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー（
持
ち
株
会
社
）化

し
、非
営
利
法
人
で
の
施
設
運
営
を
推
し

進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。今
年
は
診
療
報
酬
改
定
が
行
わ

れ
ま
す
が
、上
向
き
景
況
が
医
療
分
野

に
反
映
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。

ま
し
て
や
抑
制
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、ま
た
医
療
崩
壊
の

言
葉
が
脳
裏
を
過
ぎ
ま
す
。

 

　
今
年
は
午（
う
ま
）年
。働
く
こ
と
へ
の

汗
を
厭
わ
な
い「
汗
馬
の
労
」の
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。才
知
才
能
に
富
み
、活

動
的
チ
ャ
ン
ス
に
も
恵
ま
れ
、運
気
低
迷

期
の
後
で
も
す
ぐ
に
上
昇
す
る
そ
う
で

す
が
、反
面
、気
分
に
左
右
さ
れ
る
き
ら

い
が
あ
る
よ
う
で
す
。聞
く
耳
を
持
た
な

い「
馬
耳
東
風
」は
、医
療
現
場
で
は
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、職
場
の
仲
間
や
患
者
さ

ん
、ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
声
に
し
っ
か
り
耳

を
傾
け
、各
職
場
の一
層
の
業
務
活
性
を

図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

14TAKEDA ●103● TAKEDA15 103

武
田
　隆
男

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
会
長



　看護部では７月～８月に４日間、中学生から一般（社会人）を対象に６部署でふれあい看護体験を実施しました。
　初々しく笑顔が可愛い中学生、ナースキャップを着ける時に「えっ！マジで！前髪マジやばい」と今時の言葉を使って私達
をびっくりさせた高校生、春からグループ内で働く予定の奨学生、そして、東日本大震災での看護師の姿を見て、看護師の
仕事に魅力を感じて看護体験に来られた一般男性の方と参加者は様々ですが、それぞれが看護に興味を持ってくれて
いました。私達も少しでも自分達の仕事が分かってもらえるように、その魅力とやりがいが伝わるようにどのセクションで
も一生懸命説明をし、看護体験が有意義なものとなるように担当者、師長が様々な工夫をしてくれました。体験者も、受
け入れる看護師もとてもいい笑顔で、良い時間が共に過ごせました。

医療法人 財団 康生会 武 田 病 院
24時間体制で手厚いスタッフを配置
救急救命医療を軸に、地域を支える地域医療支援病院

ふれあい看護体験

　地域の開業医の先生と康生会武田病院の医療従事者が互いの連携
を図る、「第２６回武田病院症例検討会」（康生会武田病院、下京西部
医師会、第一三共株式会社共催）が10月31日、京都市下京区のホテル
グランヴィア京都で開催され、武田病院で実施された症例発表や、生命
医療革命として世界で研究・開発競争が激化しているｉＰＳ細胞による新
しい移植治療についての講演が行なわれました。
　地域の開業医の先生方や武田病院の医師及び職員およそ１２０人が
出席。開会にあたり、康生会武田病院の葛谷英嗣院長が、「症例検討会
が26年も継続できた背景には下京西部医師会の先生の熱心な研究心
と武田病院との連携の絆があったからです。今年４月から、緊急搬送の脳卒中や頭部外傷、脳神経損傷の患者さんにも
24時間３６５日、対応できるＳＣＵ（脳卒中集中治療室）完備の『脳卒中センター』がオープンしましたので、どんどんご紹
介いただければ幸いです」と挨拶しました。
　第１症例は、岡崎医院の岡崎仁志院長に座長を務めていただき、『左冠状動脈前下行肢にびまん性高度石灰化病変を
有した肥大単冠状動脈（Ｌ１）の１例』とのタイトルで、循環器センターの礒田圭医長が発表。
　第２症例は、青木医院の青木淳院長を座長に、武田病院脳卒中センターの荻野英治医長から、『頚動脈ステント及び血
栓回収デバイスを用い治療し得た急性内頚動脈閉塞症の１例』と題して発表。
　特別講演では、武田病院脳卒中センターの滝和郎センター長が座長を担当、昨年12月にノーベル生理学・医学賞を授
賞した京都大学ｉＰＳ細胞研究所所長、山中伸弥教授とともにｉＰＳ細胞臨床応用に全力を注いでいる、同研究所臨床応用
研究部門の高橋淳教授に、『パーキンソン病に対するｉＰＳ細胞移植治療の現状と展望』について講演いただきました。

「第26回武田病院症例検討会」
地域医療に貢献する開業医の先生方と武田病院医師ら
医療革命のｉＰＳ細胞による最新治療学ぶ

　住吉地域女性会主催の「市民スクール２１」を８月２３日（金）に住吉
会館で開催いたしました。
　外科で副院長の加藤先生から「大腸がんについて」講演を行い食生活に
注意すること、適度な運動をすること、また定期受診が大切であることな
どをお伝えしました。女性会からは４５名の方が参加いただき、熱心に話
を聴いていただきました。是非今後の生活に役立てていただければと思い
ます。

市民スクール２１　住吉地域女性会
講演会「大腸がんについて」

　武田病院グループ医師と地域の開業医の先生が、互いに最新医療について情
報共有と共に研修する、「第４６回医仁会武田総合病院症例検討会」（伏見医
師会連携）が９月１２日、ホテルグランヴィア京都で開催されました。
最初に森田院長から、「伏見医師会の先生との密接な連携が、地域の患者さ
ん、ご家族の皆さんの大きな支えになっています。最新の医療情報の研修と、
開業医の先生との話し合いと親睦を通じて、一層、地域に貢献してまいりたい
と願っています」との開会挨拶の後、症例発表に移りました。
　１例目は研修医の上田先生による、産婦人科の「腹腔内嚢胞性腫瘤を伴った
campylobacter感染症」と題した症例発表に続き、循環器内科武田副部長から
「末梢動脈インターベンションにより軽快し得た重症下肢虚血の3例」について
症例発表がありました。
　最後に特別講演として、関西医科大学　救急医学講座教授中谷壽男先生に
「こんなに変わった最新の中毒治療」という演題で講演をしていただきまし
た。
　開業医の先生方や、武田病院グループ医師、看護師ら100人が出席し、活発
な質疑応答や意見交換が交わされました。

「第４６回医仁会武田総合病院症例検討会」

医療法人 医仁会武田総合病院
守備範囲は救急および高度医療からリハビリ、在宅にいたるまで
総合的な診療体制を整える地域のヘルスケアリーダー

関西医科大学救急医学講座教授
中谷 壽男　先生

産婦人科
上田 哲大　研修医

循環器内科
武田 真一　副部長
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医療法人 財団 医道会 十条武田リハビリテーション病院
 救急医療からリハビリテーションまで幅広い機能を整備
「家庭復帰」を目標に医療と在宅との架け橋となる地域の総合医療機関

医療法人 財団 康生会北山武田病院
皆様の健康で生き生きとした生活のサポートをめざし
病気の治療や予防はもとより、美容に関する悩みにも対応

“口腔の健康は全身の健康”
病院機能を活かした歯科口腔外科医療に取り組んでいます

宇治武田病院
最新の医療機器と充実の療養環境を備え、裾野の広い医療を実践
地域の人々の信頼のもと、地域医療に貢献する開かれた病院

　３年ぶりに宇治武田病院で診療させていただくことになりました。最近は全身疾患と口
腔状態との関係が注目されたり、手術の前後の口腔ケアをしっかり行えば入院期間が短
くなることがわかったり、ずいぶんと「お口の健康」に関心が高まってきました。これはとて
も良い傾向で喜ばしいことなのですが、現状では何らかの合併症や障害のために口腔疾
患の治療や口腔衛生の保持が困難で悩んでいる方はまだまだたくさんいらっしゃいます。
こういった患者さんを受け入れることが病院歯科の役割と考えております。

○村山　高章（むらやま たかふみ）　歯科・歯科口腔外科部長
　平成25年4月1日就任
　昭和61年　大阪大学歯学部　卒
　日本障害者歯科学会　指導医・認定医
　日本口腔外科学会　所属 歯科・歯科口腔外科部長

村山高章

歯科・歯科口腔外科
佐藤容子

　経鼻内視鏡検査とは、鼻から細くてやわらかい内視鏡（直径5.5mm）を入れ
て行う内視鏡検査です。
　経鼻的に検査を行うことの長所は、まず口からの挿入時の嗚咽感（オエッと
くる反射）が大きく軽減されたこと、鼻を通して挿入するため口が使える、す
なわち検査中の会話も可能となる点です（経口的内視鏡検査では内視鏡の挿入
と動きを妨げないようにマウスピースという器具を軽く噛んでおくため話せな
い）。検査を受けている方も内視鏡のモニターを見ながら説明を受け質問さえ
可能となります。
　もちろん、長所ばかりでなく短所として、口からの検査に比べて画像が劣っ
たり、検査時間がかかったり、内視鏡による処置ができなかったりしますが、
口からの内視鏡検査で苦痛を感じた方や内視鏡検査を敬遠されている方は、一
度試されてはいかがでしょうか。

経鼻内視鏡検査を始めました

　京丹波町の和知で１６年間地域医療に従事した後、昨年４月より当院赴任しており
ます。今までお年寄りの多い地域で診療してきましたが、実は大の子供好き。「子供は
夢と希望とパワーを与えてくれる。」と思っています。ですが、治療を怖がる子供が多
く、とにかく第一印象で怖がられないように心がけています。
　当院に赴任し、北山という地域のせいか、審美に対するニーズの高さに驚きました。
そのためホワイトニングはオフィスホワイトニングとホームホワイトニングの２種類用
意しております。
　また、かみ合わせや顎の不調（顎関節症）、原因不明の舌の痛み（舌痛症）を訴えら
れる方も多くて驚いています。現代病と言われるこれらの病気は、何科に受診したら
いいかわからず治療が遅れるケースがほとんどです。

　口という小さな部分を通して
全身を診られるよう、またこの
北山という地域に必要とされ
るようがんばっていきたいと思
います。よろしくお願いします。

医師紹介

　昨年4月より宇治武田病院歯科口腔外科に赴任させて頂いております。それまでは京
都府立医科大学附属病院歯科にて勤務し、3年間、臨床経験を積みました。
　当院に赴任して診療時間も増え、より多くの患者さんと接する機会が増えました。中で
も、かつて治療をしたところがまた悪くなり、抜歯しなくてはいけない状況にまでなってし
まった症例をよく目にします。
　いまのところ、歯科治療は永久でありません。歯や口腔内環境は常に変化しており、一
度全ての治療が完了しても、その後新たに虫歯ができたり、治療した部位にトラブルが再
度生じることは決して珍しいことではありません。
　しかしながら自己ケア、定期メンテナンス次第で現在の状態を長持ちさせることは可能
です。早い段階で治療ができるように、これらの重要性を患者さんに伝えていくことが大
切だと考えています。

○佐藤　容子（さとう　ようこ）　歯科・歯科口腔外科
　平成25年4月1日就任
　平成22年　愛知学院大学　卒
　日本口腔外科学会　所属
　日本レーザー学会　所属

診療科

歯科・
歯科口腔外科

AM

PM

村山・加納・佐藤

☆常勤医

村山・加納・佐藤

☆常勤医

村山・加納・佐藤

☆常勤医

村山・加納・佐藤

☆常勤医

村山・加納・佐藤

手術

非常勤医

－

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

外科副部長　森山裕熙

歯科部長　坂下敦宏
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地域高齢者福祉の向上に貢献する総合的な医療・介護エリアの構築をめざしています
社会福祉法人 青谷福祉会
特別養護老人ホーム ヴィラ稲荷山

「明るく豊かな高齢社会の実現」に貢献する高齢者総合福祉施設
社会福祉法人 悠仁福祉会
特別養護老人ホーム ヴィラ鳳凰

『真心を込め、そして信頼を』在宅復帰を全力でサポートします
医療法人 医仁会

老人保健施設　いわやの里

「笑い声の聞こえる施設」で
生きがいのある生活を応援

社会福祉法人 青谷福祉会
軽費老人ホーム　ヴィラ城陽

住み慣れた地域での
居心地のよいサロン

社会福祉法人 青谷福祉会 三条小川デイサービスセンター

　ヴィラ稲荷山では、４月１日に「ヴィラ稲荷山居宅介護支援事業所」を開設いたしました。
　京都市東山区と下京区の全域、伏見区深草支所管内（大亀谷除く）と南区の一部（西高瀬川以東地区）に
お住まいの方で、介護保険サービスを使いたい、介護認定はどうやって受けるのかといったお悩みをお持ち
の方は、是非一度ご連絡下さい。経験豊富なケアマネジャーがあなたの生活をより豊かにするケアプランを
立案し、サポートいたします。
　営業日及び時間は、毎週月曜日から金曜日までの８：３０～１７：００です。皆様どうぞお気軽にお電話
（０７５－５６１－６５５０）下さい。

精華町国民健康保険病院

宮津武田病院

稲荷山武田病院

内科(総合診療科)の部長に稲田秀郎先生が着任されました。
居宅介護支援事業所を開設しました

・定期的な通院が困難
・できるだけ自宅で療養生活を送りたい
・急に熱が出たが受診するのは難しい、でも救急車を呼ぶほどでもない　等
患者さんとご家族のご希望や状況等を伺った上で、症状に応じて訪問の予定をたてた
り、急変時には臨時往診に伺ったり、と臨機応変に対応します。もちろん、ケアマネ
ジャー・訪問看護師といった方々との連携も行っています。
　　まずはお気軽にご相談ください。
　　木津屋橋武田病院　代表　075-343-1766　訪問診療担当

　8月11日(日)、夏のイベントとして、ヴィラ稲荷山・稲荷山武田病院合同の夏祭りを開催しました。
　今回は初めて、職員がオープニングを企画から実施までを担当しました。昔懐かし
いドリフターズのメドレーにあわせて、踊り・歌・傘回しをし、大いに盛り上がりました。
　2部においては、当院職員による手品・演奏・歌を歌いました。
今年の夏祭りのテーマは「奏」。最後に「上を向いて歩こう」では、ヴィラ稲荷山利用
者の方と職員が歌でハーモニーを奏で、楽しいひと時を過ごすことができました。

木津屋橋武田病院では、訪問診療・往診を行っています。

　８月３日（土）当施設において夏祭りを開催いたしました。テーマは「スマイル」～みんなで笑顔になろう～です。
　当日は天候にも恵まれ、オープニングはボランティアによるフラダンスを披露していただきました。その後も抽選会やサックス
演奏、盆踊りを行い、最後に皆様の願いを込めて大空へ風船飛ばしを行い、また模擬店でも「スマイルランキング賞」（一番笑顔
が多かった模擬店に贈呈）を実施し模擬店担当の方にも頑張っていただきました。
　今回は入居者、ご家族、ボランティア、地域の方々等総勢２００名の方が参加していただき皆様に支えられ、無事夏祭りを終え
ることが出来ました。
　今後も、入居者さんをはじめ地域の方々と交流を深めて行きたいと思っております。

ヴィラ城陽夏祭り

　８月２６日（月）から２８日(水）まで３日間、三条小川デイサービスセンターにて夏祭り
を開催しました。レクリエーションの一環で、ヨーヨー釣り、射的、ブロック崩し、コイン
落しを実施した他、地域にお住まいの方々で結成された「アロハサウンズ」さんがボラン
ティアでウクレレ・ギターの演奏やフラダンスを披露してくださり、楽しいひと時を過ごす
ことができました。これからも行事を通じて利用者さんや地域の方々とも、やすらぎと笑顔
があふれる施設づくりに努めてまいります。

三条小川デイサービスセンター　夏祭り

画像診断のフィルムレス化を行いました

終末期医療への専門的な取り組みを新たに加え、地域に密着した医療・看護を展開しています

地域住民の方々とともに歩んで50余年 健康保持・予防医学の徹底・普及に努めています
指定管理者 医療法人 医仁会

地域の患者さんのニーズに的確に応えられる安心でやさしい医療の提供を目指しています
医療法人 財団 宮津康生会

質の高いプライマリーケアと高齢者に対する療養医療 思いやりの心にあふれた療養型病院

木津屋橋武田病院

医療法人 財団 医道会

　９月２１日より、京都府南部に位置します指定管理者医療法人医仁会精華町国民健康保険病院に赴任いた
しました稲田秀郎です。今までは、約７年半、奈良県最北部にございます医療法人新生会高の原中央病院循
環器科に勤務しておりました。幼少の頃より、奈良で育ち、特にこの府県境の地域は中学から高校、大学と
１０年以上過ごした私の故郷です。引き続き、この慣れ親しんだ地域で、循環器領域のみならず、内科全般
の診療にあたり、地域社会に密着した医療に取り組んでいきたいと考えておりますので、何卒よろしくお願
い申し上げます。

　当院では9月24日より放射線画像検査の全面フィルムレス化をス
タートしました。単純Ｘ線撮影、ＣＴ、透視の画像は撮影後ネット
ワークを通して迅速に各診療科・病棟へ送られ、診察室の画像モニ
ターを用いて診断します。これにより、従来のフィルムの現像、診察
室への配送の手間がなくなり、スムーズな診察へとつながります。ま
た、フィルムレス化に伴い当院からの紹介や撮影のご依頼頂いた検査
結果は、フィルムからＣＤでの提供が可能となります。

第7回夏祭りを開催しました！！！(ヴィラ稲荷山・稲荷山武田病院合同開催)

　特別養護老人ホームヴィラ鳳凰では8月24日に毎年恒例の夏祭りを開催しました。当日
は急な雨の為、北宇治中学校の吹奏楽部による演奏や和太鼓演奏、盆踊りは見送られ施
設内での開催となりましたが、地元自治会やボランティアの方々、ご利用者さんやご家族
など約300名の参加により大いに盛り上がりました。屋台にてやきそば、お好み焼き、おで
ん、水餃子、ちらし寿司など豊富なメニューの屋台を出店し、とても賑わっておりました。
　また、職員による「ソーラン節」と「花笠音頭」を各フロアを巡回して披露し、大い
によろこばれました。今後とも、利用者さんと地域の方々との交流を進めていきた
いと思っております。

ヴィラ鳳凰夏祭りにて

　8月25日（日）、第17回納涼祭を開催しました。
　テーマは『輪～つながり～』です。
　当日は朝からの大雨が暑気を払い、猛暑の中日のように過ごしやすい気候の中で総勢３１０名の方が参加されました。
今回は、企画の段階より、橘大学・立命館大学・京都工芸繊維大学の学生の方にも参画をいただきました。中庭
では、陶器にろうそくを浮かべたイルミネーションの飾りや、踊りの披露などで祭りの雰囲気を盛り上げました。
　　　　　　　　
＊いわやの里では平成２５年４月より訪問リハビリテーション
　６月より介護予防通所リハビリテーション・介護予防短期入所療養介護を開始しております。　　　　　　　

いわやの里　納涼祭

介護支援専門員
藤田則男
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　1906年に初めて、腸管粘膜に存在する物質が、糖尿病患
者さんの尿糖を改善することが報告されました。1929年に、
腸管粘膜から血糖低下活性を担う因子が分離され、「インクレ
チン」と名づけられました。
　1971年-73年にかけて１番目のインクレチン因子として
GIPが同定されました。
　1973年に第２のインクレチンの存在が提起され、1983年-87年にかけて
GLP-1の構造及び作用が明らかにされました。
　糖尿病患者さんでは、インクレチンホルモンの作用が、健常者と比べて50%以
上低下しているといわれています。
　食事摂取に伴い腸管から分泌されたインクレチンは、2分から5分間で分解され
て、活性を失います。分解に関与する酵素は、DPP-4と呼ばれています。
　DPP-4の活性を阻害することで、活性型インクレチン濃度を高める薬剤（DPP4
阻害剤・経口剤）が、2006年10月に米国に、EUには2007年3月に登場しました。
現在日本では、7種類が使用されています。これまでの５種類の経口糖尿病治療薬
及びインスリン注射との併用で、より高いレベルの糖尿病コントロールが可能で
す。２つ目のインクレチン関連薬として、DPP-4に分解されにくいGLP-1誘導体
（GLP-1受容体作動薬・注射）が、2005年から米国で使われています。注射製剤
は、食後血糖値の低下及び体重減少が利点です。

A. 宇治武田病院
糖尿病・内分泌内科　部長

高橋　英雄

Q. 最近登場した糖尿病治療薬の特性は？

　皮下に注入されたインスリンは、血中に移行して、その作用を発揮します。
膵臓からの生理的なインスリン分泌パターンに近づけるために、人工インスリン（イ
ンスリンアナログ）が開発されています。1996年に超速攻型インスリンが登場し
ました。従来の速攻型インスリンより、速やかに皮下から血中に移行するため、食後
血糖値のコントロールが良くなりました。
　持効型インスリンは、注射後24時間作用が持続して、更に作用ピークが無いこと
が求められます。2003年にグラルギンインスリンが登場して、1型糖尿病患者さ
んの血糖コントロールが改善されました。今年登場したデグルデクインスリンは、作
用時間が26時間以上です。血糖値の変動が小さくなったと評価されています。

A.
Q. 新しいインスリン製剤の進歩は？

　血糖コントロールが得やすいという理由で、最近糖質制限食が評価されていま
す。一方糖尿病治療のてびき（日本糖尿病協会発行）には、総カロリーの55-60％
（1日に190-300ｇ）の糖質摂取を推薦しています。どのような食生活が、長期的に
安全で、有効かを明らかにするのは難しいことです。また、適切な食事療法は、年齢・
体重・労働量などを考慮する必要があります。

A.
Q. 最近の糖尿病食事療法の話題は？

糖尿病治療について

　下顎や口の中には三叉神経が分布していますので三叉神経に痛みを感じているというこ
とになります。三叉神経に痛みをおこす病気にはいくつかあります。痛み方に特徴がありま
すので、その特徴を詳しく担当医師にお話しください。代表的なものは特発性三叉神経痛、
一般的にこれを三叉神経痛と呼んでいます。この特発性三叉神経痛は額、上顎、下顎などに
強い痛み、ビリッとした痛み、緩んでいた糸をピーンと張るような痛み、走るような痛みが瞬
間的に起こり、数秒から長くても数十秒で収まります。しかしこの瞬間的な激痛が何回も繰り
返して起こります。歯磨き、洗顔、髭剃り、咀嚼などの動作でも痛みが誘発されることがあり、
患者さんにとってこれらの動作は大変つらいものです。また必ず、顔の右あるいは左の一側
に限られます。痛みの始まる場所は個人差がありますが、眼瞼の内側上方、尾翼の付け根、下
顎の中央部などある一定の場所から起こります。このような痛みであれば特発性の三叉神
経痛と考えてもいいでしょう。痛みが瞬間的ではなく持続的な痛みでは群発性頭痛、顎関節
炎、副鼻腔炎、などを考える必要があります。

A.

Q. 歯磨きをすると強い痛みが出るので
　  なかなか歯の手入れができません。
　  冷たいものを飲むとか、固いものを噛むなども
　  大変苦痛です。どうなってしまったんでしょう？

　多くは頭蓋骨の中で三叉神経が血管などで圧迫されていることがほとんどですが脳腫瘍
によって圧迫されていることもあります。また帯状疱疹後（ウイルス感染）の三叉神経痛も特
発性三叉神経痛と同じような症状を出すことがあり、以前に痛む場所に帯状の赤い斑点や水
ぶくれがあったかどうかよく思い出してください。もしそういう体験があれば帯状疱疹後神
経痛の可能性があります。

A.
Q. 原因は何ですか？

　ここでは特発性三叉神経痛の治療についてお話しします。鎮痛剤はカルバマゼピン（テグ
レトール）がよく処方されます。原因を取り除く治療としてのおすすめは微小血管減圧術で
す。その他に神経節ブロック、ガンマナイフ治療などが行われています。痛みを我慢せずはや
く、脳神経外科医あるいは神経内科医と御相談下さい。

A.
Q. 早く治したいのですが？

三叉神経痛（俗に顔面神経痛と
呼ばれることもある）とは

康生会武田病院
理事・脳卒中センター長

滝　和郎

三叉神経痛の患者さんの手術中写真
三叉神経（白矢印）は血管（赤矢印）により右下から左上の方向に押さ
れてゆがんでいる。
この血管を移動させて、圧迫を解除すると痛みは治まる。
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〈
体
外
衝
撃
波
疼
痛
治
療
に
つ
い
て
〉

１
、低
侵
襲
で
安
全
か
つ
有
効
な
治

療
法

２
、外
来
治
療
が
メ
イ
ン

３
、除
痛
し
、短
期
間
で
回
復

４
、副
作
用
が
殆
ど
な
い

５
、治
療
時
間
は
約
30
分
程
度（
治
療

速
度
に
よ
り
時
間
は
前
後
有
り
）

６
、患
者
さ
ん
は
座
位
又
は
診
察
ベ
ッ

ド
に
横
た
わ
る
姿
勢
で
治
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
25
年
７
月
よ
り
当
院
整
形
外
科
に
て
、体
外
衝
撃
波
疼
痛
治
療
装
置(

ド

ル
ニ
エ
　
Ｅ
ｐ
ｏｓ 

Ｕ
ｌ
ｔ
ｒａ)

を
導
入
し
ま
し
た
。こ
の
治
療
は
、保
存
療
法

を
６
ヶ
月
以
上
受
け
て
も
効
果
を
な
さ
な
い
、難
治
性
の
足
底
筋
膜
炎
や
上
腕

骨
外
側
上
顆
炎（
テ
ニ
ス
肘
）に
対
す
る
除
痛
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

７
、原
則
麻
酔
は
不
要

８
、傷
跡
は
残
り
ま
せ
ん

９
、足
底
筋
膜
炎
は
保
険
適
応
で
す

(※

適
応
疾
患
に
つ
い
て
は
別
紙

参
照)

　

ア
キ
レ
ス
腱
炎
及
び
付
着
部
炎
、膝
蓋

腱
炎
、上
腕
骨
外
顆
炎
、石
灰
沈
着
性

腱
板
炎
及
び
腱
板
炎
、大
転
子
部
痛
、

偽
関
節
、疲
労
骨
折
、早
期
の
無
腐
性

骨
壊
死
及
び
離
断
性
骨
軟
骨
炎

足
底
腱
膜
炎（
足
底
筋
膜
炎
）

足
底
腱
膜
炎（
足
底
筋
膜
炎
）と
は
、

足
の
指
の
付
け
根
か
ら
か
か
と
ま

で
、足
の
裏
に
膜
の
よ
う
に
張
っ
て
い

る
腱
組
織
・
足
底
筋
膜
に
炎
症
が
起

き
、小
さ
な
断
裂
を
起
こ
し
て
痛
み

を
も
た
ら
す
病
気
。多
く
は
か
か
と

の
骨
の
前
あ
た
り
に
痛
み
が
起
こ

る
。主
に
40
〜
50
歳
代
以
上
で
発
症

す
る
が
、若
い
世
代
で
も
ス
ポ
ー
ツ
選

手
な
ど
に
多
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
症
状
〉

・
痛
み
の
症
状
は
下
の
写
真
の
好
発

部
位
に
出
現
し
て
き
ま
す
。　(

初

期
の
段
階
で
治
療
す
る
事
が
効
果

的)

・
痛
み
や
圧
痛
は
徐
々
に
踵
部
膨
隆

部
に
で
る
。特
に
朝
起
き
て
立
ち

上
が
る
と
痛
み
が
増
強
す
る
。日

中
は
痛
み
が
軽
減
さ
れ
る
が
、体

重
を
か
け
て
運
動
す
る
と
再
び
痛

み
が
増
強
す
る
の
が
特
徴
で
す
。）

・
炎
症
が
長
く
続
く
と
筋
膜
が
踵
骨

に
停
止
し
て
い
る
の
で
、骨
棘
が
大

き
く
な
り
痛
む
箇
所
に
結
節
を
感

じ
る
。

〈
原
因
と
病
態
〉

中
年
以
降
の
テ
ニ
ス
愛
好
家
に
生
じ

や
す
い
の
で
テ
ニ
ス
肘
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、年
齢
と
と
も
に
肘
の
腱

が
傷
ん
で
起
こ
り
ま
す
。病
態
や
原

因
に
つ
い
て
は
十
分
に
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、主
に
短
橈
側
手
根
伸
筋

の
起
始
部
が
肘
外
側
で
障
害
さ
れ
て

生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
短
橈
側
手
根
伸
筋
は
手
首（
手
関

節
）を
伸
ば
す
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

①
長
橈
側
手
根
伸
筋
：
手
首（
手
関

節
）を
伸
ば
す
働
き
を
し
ま
す
。

②
短
橈
側
手
根
伸
筋
：
同
様
に
手
首

を
伸
ば
す
働
き
を
し
ま
す
。

③
総
指
伸
筋
：
指
を
伸
ば
す
働
き
を

し
ま
す
。

を
選
ぶ
。

上
腕
骨
外
側
上
顆
炎（
テ
ニ
ス
肘
）

〈
症
状
〉

も
の
を
つ
か
ん
で
持
ち
上
げ
る
動
作

や
タ
オ
ル
を
し
ぼ
る
動
作
を
す
る

と
、肘
の
外
側
か
ら
前
腕
に
か
け
て

痛
み
が
出
現
し
ま
す
。多
く
の
場
合
、

安
静
時
の
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
原
因
〉

足
の
裏
に
は
、「
足
底
筋
膜
」と
呼
ば

れ
る
、膜
の
よ
う
に
薄
く
幅
広
い
腱

が
、か
か
と
の
骨
か
ら
足
指
の
付
け

根
ま
で
張
っ
て
い
る
。足
の
甲
の
骨

は
、弓
状（
ア
ー
チ
）に
な
っ
て
体
重
を

支
え
て
い
る
が
、ア
ー
チ
を
弓
の
弦
の

よ
う
に
ピ
ン
と
張
っ
て
支
え
て
い
る

の
が
、足
底
筋
膜
で
あ
る
。丈
夫
な
足

底
筋
膜
も
、歩
行
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

ジ
ャ
ン
プ
で
使
い
す
ぎ
た
り
四
十
歳

代
以
降
に
な
る
と
、古
い
ゴ
ム
管
の
よ

う
に
ひ
び
が
入
り
、炎
症
を
起
こ
す
。

そ
れ
が
痛
み
の
原
因
と
な
る
。長
引

く
と
、足
底
筋
膜
の
付
け
根
に
あ
る

か
か
と
の
骨
が
、と
げ
の
よ
う
に
大

き
く
な
り
、痛
み
が
増
す
こ
と
も
あ

る
。ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
過
使
用
に
よ

る
緊
張
以
外
に
は
、へ
ん
平
足
、老
化

に
よ
る
ア
ー
チ
の
低
下
な
ど
も
原
因

と
な
る
。長
距
離
走
を
は
じ
め
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
、長
時
間
の
立
ち

仕
事
を
す
る
人
も
発
症
す
る
こ
と
が

あ
る
。厚
底
靴
の
使
用
で
も
生
じ
る

場
合
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
た
。予
防

に
は
、必
要
以
上
に
足
底
筋
膜
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、ク
ッ
シ
ョ
ン

性
が
高
い
靴
底
で
、か
か
と
が
し
っ
か

り
し
て
い
て
、足
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
靴
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ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　

木
津
屋
橋
武
田
病
院

薬
局
長
代
理

北
川
　久
美
子

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ヴ
ィ
ラ
城
陽

管
理
栄
養
士

主
任青

木
　喜
久
子

　
こ
れ
ま
で
医
師
の
判
断
で
し
か
使
用
で
き

な
か
っ
た
医
薬
品
を
、
薬
局
で
買
え
る
よ
う

に
し
た
の
が
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
で
す
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
は
「O

ver

　T
he

　Counter
」

の
略
で
、
街
の
薬
局
の
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に

売
ら
れ
る
薬
、
つ
ま
り
市
販
薬
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
以
前
は
医
療
薬
で
あ
っ
た
も
の

が
、
市
販
薬
と
し
て
薬
局
で
も
買
え
る
よ
う

に
販
売
が
許
可
さ
れ
た
も
の
を
、
医
療
薬
か

ら
市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
に
ス
イ
ッ
チ
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
」
と

い
い
ま
す
。

　
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
に
は
か
ぜ
薬
や
胃
腸

薬
な
ど
に
限
ら
ず
、
水
虫
の
薬
や
禁
煙
補
助

剤
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
薬
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
耳
に
す
る
胃
腸
薬
の
「
Ｈ
２
ブ

ロ
ッ
カ
ー
」
や
湿
布
な
ど
外
用
薬
と
し
て
筋

肉
痛
・
関
節
痛
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「
イ
ン
ド
メ
タ
シ
ン
」
、
か
ぜ
薬
に
も
配
合

さ
れ
て
い
る
解
熱
鎮
痛
剤
成
分
の
「
イ
ブ
プ

ロ
フ
ェ
ン
」
な
ど
は
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬

の
効
き
目
の
本
体
と
な
る
配
合
成
分
で
す
。

販
売
さ
れ
て
い
る
薬
に
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

薬
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
は
、
今
後
も
さ

ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
は
そ
の
薬
に

含
ま
れ
る
成
分
の
種
類
や
濃
度
に
よ
っ
て
、

ス
イ
ッ
チ
さ
れ
て
し
ば
ら
く
の
間
は
、
薬
剤

師
の
い
る
薬
局
な
ど
で
し
か
買
う
こ
と
の
で

き
な
い
指
定
薬
と
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
体

調
の
悪
い
と
き
に
自
分
で
治
す
こ
と
の
で
き

る
薬
で
あ
る
と
同
時
に
、
正
し
く
使
用
し
な

い
と
副
作
用
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
他
の
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
の
問
題
や
、

使
っ
て
は
い
け
な
い
症
状
な
ど
も
あ
る
た

め
、
必
ず
薬
剤
師
に
相
談
し
て
、
定
め
ら
れ

た
用
量
、
服
用
時
間
な
ど
使
用
上
の
注
意
を

守
っ
て
正
し
く
服
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
市
販
薬
の
多
く
は
い
く
つ
か
の
成

分
が
配
合
さ
れ
て
い
る
た
め
、
体
質
や
症
状

に
合
わ
せ
て
選
ば
な
い
と
思
わ
ぬ
副
作
用
が

起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
薬
を
選
ぶ
と
き

は
薬
剤
師
に
相
談
し
て
選
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
原
則
で
す
。
そ
の
時
、
症
状
だ
け
で
は
な

く
過
去
の
副
作
用
の
経
過
や
現
在
服
用
し
て

い
る
薬
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
な
ど
も
伝
え

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
薬
の
飲
み
合
わ
せ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
「
か
か
り
つ
け
薬

局
」
を
持
ち
、
上
手
に
活
用
し
て
健
康
維
持

に
役
立
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
ダ
に
「
発
酵
パ
ワ
ー
」
を

摂
り
い
れ
よ
う
!!
　

　
み
な
さ
ん
は
、
発
酵
食
品
と
い
う

と
、
ど
ん
な
食
品
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
？
キ
ム
チ
？
納
豆
？
今
流

行
の
塩
こ
う
じ
？
ど
れ
も
正
解
で
す
!!

毎
日
の
料
理
に
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て

い
る
、
し
ょ
う
ゆ
・
み
そ
・
酢
・
み
り

ん
な
ど
の
調
味
料
も
一
年
以
上
熟
成
さ

れ
た
「
発
酵
食
品
」
で
す
。

　
発
酵
と
は
、
カ
ビ
や
酵
母
な
ど
の
微

生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
食
物
中
の
糖
質

や
た
ん
ぱ
く
質
・
で
ん
ぷ
ん
な
ど
が
分

解
さ
れ
、
あ
ら
た
に
体
に
と
っ
て
よ
い

成
分
が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
う

し
て
出
来
た
食
品
が
発
酵
食
品
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
発
酵
さ
れ
た
食
品
は
独
自
の
「
香

り
」
が
生
ま
れ
ま
す
。(

納
豆
の
強
烈

な
香
り
、
パ
ン
の
香
ば
し
い
香
り
、
ワ

イ
ン
の
香
り
な
ど
・
・
実
に
さ
ま
ざ
ま

で
す)

　
ま
た
、
「
う
ま
み
」
も
生
ま

れ
、
料
理
の
味
を
ひ
と
き
わ
ア
ッ
プ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
ビ
ー
ル
や
チ
ー
ズ
・
漬

物(

ぬ
か
漬)

な
ど
、
私
た
ち
は
特
に
意

識
し
な
く
て
も
日
常
的
に
た
く
さ
ん
の

発
酵
食
品
を
口
に
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
！

〈
発
酵
食
品
が
か
ら
だ
に
も
た
ら
す
効
用
〉

・
腸
内
環
境
を
整
え
る

・
免
疫
力
ア
ッ
プ

・
便
秘
解
消

・
血
流
改
善

・
疲
労
回
復

・
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果

キッチン
探訪

V i s i t i n g  o f  K i t c h e n T a l k i n g  a b o u t  t h e  m e d i c i n e

　
毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
日

頃
の
食
事
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

発
酵
食
品
の
力
が
生
き
る
力
を
ア
ッ
プ

し
て
く
れ
ま
す
。

　
旬
の
食
材
に
発
酵
食
品
を
プ
ラ
ス
し

た
食
事
を
摂
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！

レシピ ～手軽に発酵食品をプラスしましょう～

145 kcal
材料（１人分）　
鶏肉60ｇ、醤油2ｇ、酒2ｇ、みりん1ｇ、玉葱10ｇ、人参5
ｇ、ピザ用チーズ10ｇ、油適量（添え　サニーレタス8ｇ、ト
マト20ｇ、ブロッコリー30ｇ）

〈作り方〉
①鶏肉に下味をつけておく
②玉葱・人参を千切りに切る
③①の鶏肉の上に②の野菜とチーズをのせ、焼く

鶏肉の
チーズ焼き

131 kcal
材料（１人分）　
鯖1切れ、醤油小さじ1、砂糖・酢各小さじ1/2、葱５ｇ、か
つお節少 （々添え　ほうれん草20ｇ、白菜30ｇ、醤油3ｇ、
人参5ｇ）

〈作り方〉
①鯖を焼く
②調味液を合わせ、焼きたての鯖を漬け込む

サバの
土佐酢漬

62 kcal
材料（１人分）　
ヨーグルト50ｇ、柿30ｇ、キウイ20ｇ

〈作り方〉
①柿・キウイを切り、ヨーグルトの上にのせる
（＊お好みの果物を組み合わせてみてください）

ヨーグルト
和え

115 kcal
材料（１人分）　
・納豆1/2カップ、キムチ20ｇ
・納豆1/2カップ、めかぶ50ｇ

〈作り方〉
①納豆にキムチ・めかぶを和える

キムチ和え
(2種類)

くすりのお話
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O n e  P o i n t  F i t n e s sC a r e  A d v i c e

ケア
アドバイス

ワ ン ポ イ ン ト フ ィ ッ ト ネ ス

康
生
会

　武
田
病
院

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

健
康
運
動
指
導
士

　副
主
任

上
西
　貴
美
子

社
会
福
祉
法
人
青
谷
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ヴ
ィ
ラ
山
科

　次
長

市
川
　努

ゆ
っ
く
り
始
め
て
み
よ
う

「
ス
テ
ッ
プ
運
動
」

ゆ
っ
く
り
始
め
て
み
よ
う

「
ス
テ
ッ
プ
運
動
」

京
都
認
知
症
総
合
対
策
推
進
計
画

京
都
式
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
寒
さ
厳
し
い
季
節
を
迎
え
、外
出
の
機

会
や
活
動
量
が
減
少
す
る
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
今
回
、自
宅
で

で
き
る
ス
テ
ッ
プ
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

・ス
テ
ッ
プ
運
動
と
は
？

　
加
齢
に
よ
り
筋
力
が
委
縮
す
る
と
歩

く
動
作
に
も
変
化
が
現
れ
ま
す
。膝
を

持
ち
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
大
腰
筋

（
腰
椎
と
大
腿
骨
を
繋
ぐ
筋
肉
）や
大
腿

四
頭
筋（
太
も
も
前
面
の
筋
肉
）が
弱
く

な
る
と
歩
幅
が
狭
く
な
り
前
傾
姿
勢
に

な
り
ま
す
。ま
た
、ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ（
太

も
も
の
背
面
の
筋
肉
）が
弱
く
な
る
と
歩

く
機
能
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
悪
く
な
り

ま
す（
図
１
）。

　
ス
テ
ッ
プ
運
動
は
、踏
み
台
昇
降
運
動

の
こ
と
で
す
。膝
を
持
ち
上
げ
て
体
重
を

支
え
な
が
ら
踏
み
台
に
昇
り
、後
ろ
向
き

で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
踏
み
台
を

降
り
ま
す
。昇
降
運
動
は
、全
身
持
久
力

や
筋
力
、バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高
め
る
ほ

か
、生
活
習
慣
病
の
是
正
や
腰
痛
・
膝
痛

の
軽
減
、生
活
の
質
の
向
上
な
ど
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、踏
み
台
の
高
さ
や
昇
り
降
り
す

る
速
さ
に
よ
っ
て
強
度
を
調
節
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。台
の
高
さ
が
１
５
ｃ
ｍ

で
１
分
間
に
５
０
回
足
ふ
み
す
る
の
と

平
地
歩
行(

時
速
４
ｋ
ｍ)

と
同
じ
強
さ

に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・実
際
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
無
理
を
せ
ず「
楽
で
あ
る
」か
ら「
や

や
き
つ
い
」
と
感
じ
る
強
さ
で
行
い
ま

し
ょ
う
。踏
み
台
は
階
段
を
利
用
し
た

り
、手
す
り
を
支
え
に
し
ま
し
ょ
う
。膝

に
痛
み
の
あ
る
方
は
台
を
使
用
せ
ず
に

可
能
な
範
囲
で
膝
を
持
ち
上
げ
る
こ
と

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　
急
激
な
高
齢
化
に
よ

り
、認
知
症
に
な
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。厚

生
労
働
省
に
よ
る
と
、

国
内
の
認
知
症
患
者
の

数
は
推
計
で
２
８
０
万
人（
平
成
22
年
）

で
し
た
。

　
平
成
27
年
に
は
約
３
４
５
万
人
、平
成

32
年
に
は
、お
よ
そ
４
１
０
万
人
、そ
し

て
平
成
37
年
に
は
４
７
０
万
人
程
度
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、現

在
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
軽
度

認
知
障
害（M

ild Cognitive Impairment

）

の
高
齢
者
も
約
４
０
０
万
人
い
る
と
い

う
推
計
が
あ
り
、65
歳
以
上
の
４
人
に
１

人
が
認
知
症
と
そ
の〝
予
備
軍
〞と
な
る

計
算
で
す
。

　
京
都
府
で
は
、平
成
23
年
６
月
に
高
齢

者
が
介
護
や
療
養
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、24
時
間
・
３
６
５

日
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
京
都
式
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
実
現
す
る
た

め
、医
療・介
護・福
祉・大
学
等
の
あ
ら
ゆ

る
関
係
団
体
が
集
結
し【
京
都
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
機
構
】が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
京
都
府
は
平
成
24
年
３
月
に

第
６
次
京
都
府
高
齢
者
健
康
福
祉
計
画

を
策
定
し
、地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
を
大

き
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
認
知
症
対
策
と
し
て
、【
京

都
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
機
構
】で
は
、平

成
24
年
11
月
に「
認
知
症
総
合
対
策
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、５
年
後

の
京
都
に
お
い
て
、認
知
症
の
方
と
そ
の

家
族
が
、必
要
な
時
に
十
分
な
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
、孤
立
せ
ず
個

人
の
尊
厳
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会

を
目
指
し
て
、平
成
25
年
度
〜
平
成
29

年
度
の
５
ヶ
年
計
画
と
し
て
平
成
25
年

９
月
に【
京
都
認
知
症
総
合
対
策
推
進

計
画
　
京
都
式
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
】が
策

定
さ
れ
た
の
で
、こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
京
都
式
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
３
つ
の
視
点

Ⅰ
．す
べ
て
の
人
が
認
知
症
の
こ
と
を
正

し
く
理
解
す
る
。

　
〜
認
知
症
の
人
の
尊
厳
と
暮
ら
し
を

支
え
る
地
域
づ
く
り
〜

　
認
知
症
の
人
、家
族
や
身
近
に
い
る
地

域
住
民
、医
療
・
介
護
関
係
者
等
す
べ

て
の
人
が
認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
で
、認
知
症
の
人
の
尊

厳
が
保
持
さ
れ
、そ
の
人
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

　
Ⅱ
．「
予
防
・
初
期
〜
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
」ま

で
と
ぎ
れ
な
い
認
知
症
の
医
療・介
護

の
仕
組
み
づ
く
り

　
〜
気
づ
き・つ
な
が
り・支
え
あ
う
〜

　〈
予
防
施
策
の
推
進
〉〈
早
期
発
見
・
診

断
・
対
応
〉〈
医
療
と
介
護
の
連
携
〉に

よ
り
、認
知
症
の「
予
防・初
期
〜
タ
ー

ミ
ナ
ル
期
」「
若
年
〜
高
齢
期
」ま
で

途
切
れ
ず
に
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
で
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
仕
組

み
づ
く
り

Ⅲ
．認
知
症
の
人
、家
族
と
地
域
を
支
え

る
人
材
の
育
成

　
〜
み
ん
な（
多
職
種
）で
、み
ん
な（
本

人・家
族・地
域
）を
支
え
る
〜

　
認
知
症
に
関
わ
る
す
べ
て
の
医
療
・
介

護
関
係
者
等
が
、「
認
知
症
の
人
」を

中
心
と
し
た
認
知
症
ケ
ア
の
重
要
性

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、介
護
し
て
い

る「
家
族
」。暮
ら
し
て
い
る「
地
域
」

を
、包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

る
人
材・体
制
づ
く
り

　
京
都
式
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
は
、３
つ

の
視
点
に
対
し
て
、具
体
的
な「
８
つ
の

課
題
」と「
課
題
に
対
す
る
目
標
と
手
段

の
方
向
性
」を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
は
、京
都
式
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
様
々

な
場
面
で
有
効
な
社
会
資
源
と
し
て
活

用
し
、認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
所
属
し
て
い
る
ヴ
ィ
ラ
山
科
で

も
、認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
昨
年
の
８
月
に
立
ち
上
げ
、地
域
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、認
知
症
の
方
々
に
対
す
る
社
会
資
源

と
し
て
の
重
要
性
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
な「
８
つ
の
課
題
」と「
課
題

に
対
す
る
目
標
と
手
段
の
方
向
性
」内

容
に
つ
い
て
は
次
回
に
つ
づ
き
ま
す
。

図１．筋肉の部位

参考文献：本山貢：ゆっくりゆっくりシニアエクササイズ．健康科学健康協会、2012

①基本 ②右足をのせる ③左足をのせる

④右足を下げる ⑤左足を下げる ⑥右足をのせる
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N u r s i n g  M e s s a g e

　
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、看
護

管
理
者
相
互
の
連
携
を
密
に
す
る
と
共
に
、

円
滑
な
看
護
管
理
を
実
践
す
る
こ
と
を
目

的
に
、平
成
19
年
３
月
に
看
護
管
理
者
会

議
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
看
護
管
理
者
会
議
の
主
な
業
務
で
あ
る

①
看
護
管
理
に
関
す
る
こ
と

②
人
材
確
保・定
着
に
関
す
る
こ
と

③
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

④
他
部
門・部
署
と
の
調
整
及
び
提
案
事
項

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、２
ヶ
月
毎
に
定
例

会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。更
に
、診
療
規

模・機
能
別
に
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

共
通
課
題
の
検
討・改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。各
分
科
会
の
構
成
は
次
の
通
り
で

す
。

【
第
一分
科
会
】（
急
性
期
病
院・ク
リ
ニッ
ク
）

医
仁
会
武
田
総
合
病
院・康
生
会
　
　

武
田
病
院・宇
治
武
田
病
院・十
条
武
田
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
病
院

【
第
二
分
科
会
】（
慢
性
期
病
院
）

木
津
屋
橋
武
田
病
院・北
山
武
田
病
院・稲
荷

山
武
田
病
院・精
華
町
国
保
病
院・宮
津
武
田

科
会
に
お
い
て
対
象
、研
修
内
容
が
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
一
分
科
会
は
、新
任
の
副
看
護
師
長
を

対
象
に
、「
方
針
展
開
表
」で
の
実
践
を
通

し
て
中
間
管
理
者
の
役
割
を
理
解
し
、管

理
実
践
能
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
第
二
分
科
会
は
、主
任・副
主
任
を
対
象

に
、現
場
に
お
い
て
指
導
的
役
割
が
果
せ
る

よ
う「
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
」を
理
解
し
、活

用
で
き
る
よ
う
指
導
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
第
三
分
科
会
は
、老
健
施
設・特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
所
属
長
で
あ
る
介
護
職
を

対
象
に
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
を

養
い
、担
当
部
署
の
適
切
な
管
理
が
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
各
分

科
会
で
は
、４
月
〜
12
月
の
期
間
に
３
〜
５

回
の
研
修
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
研
修
の
進
め
方
と
し
て
、講
義
は
極
力
少

な
く
し
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
受
身

で
は
な
く
、主
体
的
に
自
ら
学
び
、成
長
で

き
る
よ
う
に
と
、毎
回
話
し
合
い
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
、最
終
回
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
成
果
を
、今
後
の
研
修
生
の
行

動
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　   

本
部
　
看
護
部
長
　
水
嶌
由
紀

病
院

【
第
三
分
科
会
】(

介
護・福
祉
施
設
）い
わ
や

の
里・白
寿・ヴ
ィ
ラ
山
科・ヴ
ィ
ラ
稲
荷
山・

ヴ
ィ
ラ
鳳
凰・加
茂
の
里

　　
看
護
の
質
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、看
護

実
践
の
要
と
な
る
中
間
管
理
者
の
育
成
が

必
須
と
考
え
、主
に
看
護
部
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
企
画
し
、実
施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、各
施
設
の
期
待
や
研
修
生
個
々
の

背
景・ニ
ー
ズ
に
沿
う
こ
と
は
難
し
く
、よ
り

効
果
的
な
研
修
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し

た
。

　
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
看
護
部
は
中
間
管

理
者
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、ど
の
よ
う

な
中
間
管
理
者
に
育
っ
て
欲
し
い
の
か・・・を

最
も
理
解
し
、表
現
で
き
る
の
は
現
場
の
看

護
管
理
者
で
は
な
い
か
と
考
え
、平
成
25
年

度
は
、看
護
管
理
者
会
議
、各
分
科
会
が
主

催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

　
研
修
目
的
は
、①
中
間
管
理
者
に
求
め

ら
れ
る
基
本
的
知
識
を
習
得
し
、管
理
実

践
能
力
を
養
い
、担
当
部
署
の
管
理
に
役
立

て
る
。②
担
当
部
署
に
お
け
る
管
理
上
の
問

題
形
成
〜
問
題
解
決
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し

て
問
題
解
決
能
力
を
高
め
る
。と
し
、各
分

KJ法で問題点の抽出

グループワークのまとめを発表

中
間
管
理
者
研
修
に
つ
い
て

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
看
護
管
理
者
主
催

病院見学や就職を希望される方、ブリッジの会の活動を詳しくお知りになりたい方は、
下記、武田病院グループ看護部人材センターへご連絡、お問い合わせください。

ＴＥＬ：０７５－３５４－７１１７　ＦＡＸ：０７５－３５４－７１１８
e-mail：nurse@takedahp.or.jp　URL：http://takedahp.or.jp/nurse/

●現場目線にとらわれず、管理目線を持つ
●フィルター的役割を果たしながら、事実が伝えられる
●看護師教育　⇒　質の向上
●現場のラウンドを増やす（患者さん・スタッフ・物品・環境）
　無駄・安全チェック
●リーダーや現場の意見・思いをまとめる→問題解決→師長へ報告

副看護師長

２ヶ月が経過して
主任と副看護師長の役割の違い

●現場を任されている責任を自覚する
●スタッフに求められることが増えた
●患者さんから責任ある言葉を求められる
●師長から相談される内容が変化した
●病棟運営に関わるようになった
●業務内容、超過勤務について考えるようになった
●決定することが増えた
●病棟全体を意識し、目を向けるようになった
●リーダーや現場の意見・思いをまとめる

スタッフ →　フィルター　→ 看護師長

フィルターとは、判断力

平成25年５月29日　中間管理者研修（第１回）

●モデル的な役割が求められる 今後、どのような管理者になりたいか

●スタッフの思いを受け止められる
●スタッフと一緒に考え、悩んであげられる存在
●判断力、行動力がある（判断し、行動できる）
●スタッフに成功体験を持たせられる
　（行動計画を共にしながら、やりがいや達成感を持たせられる）
●看護師長の良き理解者となり、コミュニケーションがとれる
●実践現場、業務が任してもらえる

目指せ、シマウマ３２０度

問題解決・看護師長への報告

課 題

※ブリッジの会＝武田病院グループの看護の魅力を伝えるプロジェクト

※グループワークまとめの1例

「
職
場
を
活
性
化
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
」
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［第103号］

平成26年1月10日

石田貴志・井上孝紀・今井 優・樫本達也
勝山麻帆・小谷昌弘・小林啓治・鈴木基夫
土屋賀生・中田夏南子・西村正樹・水野孝子
水口善夫・山田佳之

　今号の「たけだ通信」は、上記の「豆腐屋八代目（京都御所界隈）」が表紙を飾っています。
会長は、初刊から表紙の挿絵を担当しているほか、「患者さんや入所中のお年寄りを慰めたい」
と、グループの各病院・高齢者施設の館内を作品で彩る活動を続けています。当グループにお越
しの際は、是非、作品世界に触れてください。

「たけだ通信」編集室

第47回「政経文化画人展」
内閣総理大臣賞に武田隆男会長

　政財界や文化人らが作品を寄せる絵画展、第47回「政経文化画人展」（芸術議員連盟主催）で、当グループ
の武田隆男会長が最高賞の「内閣総理大臣賞」を受賞。会長は、ＫＢＳ京都放送のテレビクルーから取材を受
け、受賞の喜びを語りました。
　記者の質問に対し会長は、「ご主人が八代目と
いう老舗の豆腐屋さんには、伝統に新規の技を取
り入れながら頑張っておられる、そんな姿を描き
出したいという思いがありました」と受賞の思い
を語りました。
　今回の受賞作品は「豆腐屋八代目（京都御所界
隈）」が画題。江戸後期文政年間創業の老舗豆腐
店の店先と、日本家屋群の風情を切り取った力作
で、審査員や麻生太郎財務相、歌手の八代亜紀さ
んら、アマチュア画家として著名な人たちから
も、「古き良き街並みを上品に表現した世界観が
評価される」と好評でした。

テレビクルーの質問に答える武田隆男会長
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武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
と
と
も
に
、

手
厚
い
医
療
を
受
け
な
が
ら
も
ご
他
界
な

さ
れ
た
１
１
９
９
柱
の
御
霊
に
、心
か
ら
の

誠
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。特
に

本
年
は
、私
ど
も
の
麻
生
文
雄
第
百
二
世

座
主
が
、武
田
病
院
の
皆
様
に
大
変
手
厚

い
看
護
を
受
け
な
が
ら
も
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。皆
様
と
ご一緒
に
ご
廻
向
が
で
き
ま

し
た
こ
と
も
併
せ
て
、思
い
ひ
と
し
お
の
も

の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
、私
ど
も
の
身
の
回
り
で
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
の一つ
は
科
学
で
す
が
、科
学

的
判
断
は
数
値
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

医
療
に
お
い
て
も
科
学
的
な
判
断
、し
か

も
よ
り
厳
し
い
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、私
ど
も
人
間

は
、自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。こ

の
こ
と
を
、心
の
中
に
強
く
思
い
な
が
ら
社

会
の
移
り
変
わ
り
を
み
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
特
に
、祈
り
を
一つ
の
神
に
捧
げ
る一神
教

の
方
々
は
、非
常
に
強
い
絶
対
的
価
値
観

を
お
持
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。し
か

し
、私
達
日
本
人
は
、八
百
万（
や
お
よ
ろ

ず
）の
神
様
、諸
仏
に
祈
り
を
捧
げ
て
お
り

ま
す
。そ
れ
は
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、相

対
的
価
値
観
を
持
つ
こ
と
で
す
。こ
の
絶

対
的
価
値
観
に
立
つ
判
断
と
、相
対
的
価

値
観
に
立
つ
判
断
の
狭
間
に
立
って
お
ら
れ

る
の
が
、医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。そ
の
ご
苦
労
を
、い
つ
も
案

じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
い
つ
も
大
切
に
し
て
い
る
二
冊
の
本

が
あ
り
ま
す
。『
人
間―

こ
の
未
知
な
る

も
の
』（
ア
レ
ク
シ
ス・カ
レ
ル
著
）、ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た『
死
ぬ
瞬
間―

死
と
そ
の
過

程
に
つ
い
て
」（
エ
リ
ザ
ベ
ス・キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー・

ロ
ス
著
）で
す
。ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、お
二

人
と
も
絶
対
的
価
値
観
を
お
持
ち
で
は

な
い
か
と
拝
察
し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の

本
の
中
に
は
相
対
的
価
値
観
、そ
し
て
人

間
を
中
心
と
し
た
、自
然
の
中
に
生
き
る

姿
を
描
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ア
レッ
ク
ス
博
士
は
、そ
の
著
の
中
で「
人

間
そ
の
も
の
の
研
究
、探
究
を
忘
れ
て
お

り
、今
後
、一
層
、重
視
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。そ
れ
は
、何

か
目
に
見
え
な
い
霊
性
と
呼
ば
れ
る
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
意

味
だ
と
拝
し
て
い
ま
す
。ま
た
、エ
リ
ザ
ベ
ス

先
生
は
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
問
題
を
中
心
と

し
て
、死
の
瞬
間
を
描
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、「
人
の
命
と
い
う
も
の
は
、何
か

輪
の
よ
う
に
大
き
な
円
を
描
い
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
」と
書
い
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
宗
教
に
身
を
置
く
私
達
自
身
も
、祈
り

の
中
で
、社
会
に
対
し
て
お
役
に
た
つ
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、も
う
一
度

皆
で
勇
気
を
出
し
て
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
、と
考
え
ま
す
。そ
れ
が
、

医
療
に
携
わ
る
先
生
方
へ
の
お
手
伝
い
の一

助
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
、と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
実
践
の一つ
と
し
て
、武
田
病
院
グ

ル
ー
プ
物
故
者
法
要
の
中
か
ら
、思
い
当
り

ま
し
た
言
葉
と
し
て「
あ
な
た
の
お
話
し

お
聞
き
し
ま
す
」と
い
う
こ
と
を
、全
末
寺

の
門
標
に
貼
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、医
療
の
分
野
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
看
護
、緩
和
ケ
ア
に
、一
歩
で
も

お
手
伝
い
が
で
き
る
も
の
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。緩
和
ケ
ア
の
実
践
に
当
た
って
お
ら

れ
る
医
師
や
看
護
師
の
皆
様
に
は
、気
の

休
ま
る
時
が
な
く
、滅
入
る
こ
と
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
時
に
は
醍
醐
寺
の

三
宝
院
へ
お
出
で
い
た
だ
き
、庭
を
見
つ
め

自
然
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、何
か
お

手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
童
謡
の『
夕
焼
け
小
焼
け
』（
作
詞
：
中

村
雨
紅
、作
曲
：
草
川
信
）で
、「
夕
焼
け

小
焼
け
で
日
が
暮
れ
て
」と
い
う
歌
詞
は
、

緩
和
ケ
ア
に
大
き
く
役
立
つ
こ
と
の一つ
で

す
。「
夕
焼
け
小
焼
け
」が
現
れ
る
の
は
、

西
の
方
角
で
す
。西
の
方
は
、私
達
先
人
の

多
く
の
命
が
帰
る
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て「
山
の
お
寺
の
鐘
が
な
る
」と
続

き
、そ
の
時
が
き
た
な
ら
ば
、「
お
手
手
つ

な
い
で
、み
な一緒
に
帰
り
ま
し
ょ
う
」。一人

で
は
な
い
。さ
ら
に「
か
ら
す
も
一
緒
に
帰

り
ま
し
ょ
う
」と
、「
動
物
や
、生
き
と
し
生

き
る
も
の
皆
が
帰
る
場
所
な
の
で
す
よ
」

と
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
醍
醐
寺
千
年
の
歴
史
の
中
で
、聖
宝
理

源
大
師
に
託
さ
れ
た
祈
り
。一つ
は
観
世
音

菩
薩
へ
の
祈
り
。そ
れ
は
良
い
縁
に
結
ば
れ

て
子
供
に
恵
ま
れ
、小
さ
な
命
が
育
っ
て
い

く
こ
と
を
願
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
薬
師
如

来
を
お
祀
り
す
る
こ
と
で
、命
の
尊
さ
を

守
り
続
け
る
こ
と
を
願
わ
れ
ま
し
た
。さ

ら
に
不
動
尊
を
中
心
と
し
た
五
大
明
王

を
お
祀
り
し
て
、命
に
力
を
し
っ
か
り
込
め

る
こ
と
で
、一
歩
踏
み
出
す
こ
と
を
願
わ
れ

ま
し
た
。こ
の
三
つ
を
千
年
以
上
に
わ
た
っ

て
祈
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
命
は
、自
分
が
使
え
る
時
間
で
あ
る
。

目
に
見
え
る
命
、見
え
な
い
命
に
対
し
て

祈
る
こ
と
、「
御
祈
願
」で
す
。先
立
た
れ

た
先
人
の
命
に
対
し
て
祈
り
、語
り
続
け

る
こ
と
を「
御
廻
向
」と
い
う
言
葉
で
言
い

表
し
て
い
る
の
で
す
。合
掌
。

『
目
に
見
え
る
命
と
見
え
な
い
命
に
祈
る

　
　
　
　医
療
人
と
し
て
相
対
的
立
場
に
立
っ
た
判
断
』




